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第１学年生活科学習指導案 

場所  １年教室 

指導者 中山 志津子 

１ 単元名 きせつとともだち ～みなさんこんにちは～ 

 

２ 単元の目標 

 ・進んで自然と触れ合い，自然の変化や不思議さを感じ取り，諸感覚を用いた遊びや生活を楽しもう

とする。                           【生活への関心・意欲・態度】 

 ・四季の変化について自分なりに考えたり，身近な自然物を利用した遊びを工夫したりして，それら

を表現することができるようにする。           【活動や体験についての思考・表現】 

 ・自然と触れ合い，楽しく遊びながら，季節の変化や遊びの楽しさ，自然の不思議さに気付くことが 

できるようにする。                           【身近な環境や自分についての気付き】 

 

３ 指導にあたって 

（１）教材観 

本単元は，学習指導要領の内容（５）季節の変化と生活，（６）自然や物を使った遊びに基づいて設

定したものである。本校には,校舎裏に「九十九っ子の森」があり,校区には,ふれあい海洋センターの「屋

外タッチフィールド」があり,児童にとって身近に恵まれた自然環境が整っている。本単元はこれらの校

庭や施設へ年間を通して出かけ,自然と触れ合う直接的な体験を繰り返し行う。自然を体全体で感じなが

ら,繰り返し自然と触れ合うことで,季節によって自分たちの遊びや生活の様子が変わることに気付くこ

とができる。また,身近にある自然を利用したり,身近にある物を使ったりなどして遊びを作り出すこと

を通して,遊びの面白さや自然の不思議さに気付くことをねらいとしている。 

（２）児童観 

本学級の児童は,活動的で好奇心が旺盛な児童が多く,休み時間は校庭や,校舎裏の九十九っ子の森で遊

ぶことを楽しんでいる。遊びの中で見つけた草花を教室に持って来たり,校庭で捕まえた昆虫を見せ合っ

たりしている。身近な自然に対する知識が豊富な児童もおり,見つけた昆虫について知っていることを話

している場面もよくみかける。これまでに,身近な自然に関わる活動としては,春には校庭の周りで,草花や

虫を見つけたり,草花を使った遊びを体験したりした。夏には,春と同じ場所に行って季節による違いを比

べた。また,屋外タッチフィールドで磯遊びしたり,海草を採取したりして,海辺の身近な自然にも関わって

きた。 

生活科の時間に身近な自然と関わる活動を行ってから,以前より身近な自然を意識するようになり,通

学路や家で見つけたことを,発見カードに積極的に書く姿が見られた。自然と繰り返し関わる中で,感じた

ことを交流する場では,四月に比べ,気付いたことを話せるようになってきた。しかし,身近な自然と遊んだ

りしているが，身近にあるものを使って遊びに使う物を作ったりする経験は少ない。また，楽しかった

ことや対象とのかかわりで得た気付きを表現することはできているが，それを交流し気付きを関連付け，

新たな気付きを生み出したり，次の活動や体験につなげたりすることは，まだ不十分である。 
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（３）指導観 

本単元では，学校の周りの身近な自然に触れ合う活動，春と夏を利用して遊ぶ活動において繰り返し 

対象と関わることを大切にする。その活動から生まれる児童の気付きを大切にし，活動を振り返り，感

じたことなどを交流する。交流を通して四季の変化や季節によって生活の様子が変わることに気付き,自

分たちの生活を工夫したり,楽しくしたりできるようにしていく。 

第一次では，学校の周りの里山である九十九っ子の森や校庭で春探しをする。「五感」を使って活動し，

春を体全体で十分に感じ取ることができるようにする。児童の見つけてきたものや発言については，共

感的に受容し，多様な気付きを引き出したい。また，友達と自然物を使って遊ぶことで，春の自然物の

特徴を生かした遊びの楽しさや関心を持たせる。 

第二次では，夏の里山と里海の様子を諸感覚で感じながら自然と触れ合い，春との季節の変化の違い 

を感じ取ることができるようにする。そのために，春の活動時の写真を提示し，様子を見比べて思い出

しながら自然と触れ合うことを伝える。活動後には，諸感覚で感じたことやその場所で見付けた物の絵

を発見カードにかく。発見カードをかくときの手立てとして，磯遊びのときの写真を大型テレビに提示

し，活動を想起しやすいようにする。そして，「校庭と海の様子マップ」を作る。諸感覚で感じたことや

様子をマップで可視化して見比べることにより，春との違いに気付けるようにする。 

第三次では，土や水で遊ぶ活動場所を「五色ヶ浜の砂浜」にし，「夏の海での遊び」に親しむことがで

きるようにする。砂浜で友達と一緒に遊ぶ中で，砂や海水の特徴や固めるためにはどうすればいいかな

どの考えを出し合い，気付きの質を高めていく。また，友だちと関わる中で，友だちのよさや自分との

違いに気付いたり，相手の考えを尊重したりする態度を育てるようにする。 

第四次では，第二次と同じように，「あきのはじまりうみまっぷ」を作り，「なつのうみのまっぷ」の

様子と比べる。 

これは，次単元の「きせつとともだち いろやかたちをたくさんみつけた」の学習にもつながっていく。

1年を通して同じ場所で自然物と繰り返し関わり，季節ごとのマップを見比べることで，季節や自然物の

変化に気付くことができるようにする。 

このような活動から，本校の目指す児童像である「海の自然に親しみ，進んで関わろうとすること」 

につながる素地ができると考える。 

 

４ 単元の指導・評価計画（総時数１４時間） 

次 時 

小単元または 

指導目標 
主な学習活動 

評価規準【評価の観点】 

（評価方法） 

一 ニ １ 

自分の行きたい

場所やしたいこ

とを話したり，友

だちの話を聞い

たりして，話し合

い活動に参加し

ようとする。 

 

 

 

・教科書の四季のイラストから，気付いたことを

出し合い，これからの学習に見通しをもつ。 

・教科書の春の写真から，気付いたことを話し，

行ってみたいこと，やってみたいことを出す。 

・散歩の約束を確認する。 

・自分の行きたい場所

やしたいことを話

したり，友だちの話

を聞いたりして，話

し合い活動に参加

しようとしている。 

【関・意・態】 

（行動観察） 

 

はるってどんなのかな。 

春探しに，外に行ってみたい。散歩に行くこ

とが楽しみだな。 
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２ 

身近な自然の中

で出会う春につ

いて，意欲的に観

察し，見付けよう

とする。 

 

 

 

・校庭や九十九っ子の森を散歩し，春探しをする。 

・見つけたことや気付いたことを伝える。 

・散歩で発見したこと

や気付いたことに

ついて，友だちや教

師に伝えている。 

【思考・表現】 

（友だちや教師との

対話） 

３ 

春の自然につい

て，友だちととも

に，約束を守って

遊びを諸感覚で

感じながら楽し

もうとする。 

 

 

 

・遊ぶときの約束を確認する。 

・校庭に行き，友だちと春の自然物を使って遊ぶ。 

 

 

 

 

 

・身近な春の自然につ

いて約束を守って

友だちと遊んだり，

諸感覚を使って感

じたりしようとし

ている。 

【関・意・態】 

（行動観察） 

４ ５ ６ 

自分たちが感じ

たり，遊んだりし

たことから，春の

特徴に気付くこ

とができるよう

にする。 

 

 

 

・春のビンゴカードをし，春の散歩や遊びを振り

返る。 

・見つけたことや不思議に思ったことを出し，気

付いたことを話し合う。 

 

 

 

 

・自分たちが感じた

り，遊んだりしたこ

とから，春の特徴に

ついて気付いてい

る。 

【気付き】 

（発表，ビンゴカー

ド） 

二 三 四 五 １ ２ ３ ４ 

里山の夏の様子

を諸感覚で感じ

ながら，自然と触

れ合おうとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・春と同じ校庭や九十九っ子の森に行き，春に来

たときとの違いや変化を探したり，夏の特徴を

探したりする。 

 

・里山の夏の様子を諸

感覚で感じながら，

自然と触れ合おう

としている。 

【関・意・態】 

（行動観察） 

 

２ 

散歩や遊びを通

して，春と夏の違

いや変化に気付

くことができる

ようにする。 

 

 

・見付けたものや気付いたことを発見カードに書

く。 

・春と夏の様子を比べ，山の自然の様子が変わっ

てきていることついて話し合う。 

・春と夏の違うとこ

ろ，同じところに気

付いている。 

【思考・表現】 

（発見カード） 

 

さんぽにいこう。 

チューリップが咲いていたよ。鳥の声が聞こ

えたよ。花に虫が集まっていたよ。 

はるをからだじゅうでかんじよう。 

花の匂いをかいだら，あまい匂いがしたよ。 

四つ葉のクローバーがあったよ。シロツメク

サでかんむりをつくったよ。 

はるは，どんなようすだったかな。 

 

花に虫がいたのは，花の蜜を吸っていたから

なんだね。春は花がいっぱいあるとわかった

よ。 

なつさがしにいこう。 

あじさいがあったよ。バッタをつかまえた

よ。桜の木は，春は花が咲いていたのに，今

は緑の葉っぱになっているね。 

なつのやまは，どんなようすだったかな。 

春みたときにあった花がなかったよ。夏は，

春より緑がいっぱいあるね。 
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３ 

里海の夏の様子

を諸感覚で感じ

ながら，自然と触

れ合おうとする。 

 

 

 

・のと海洋ふれあいセンターの海辺行き，里海の

自然と触れ合う。 

・夏の時期に見られる海藻を採る。 

 

 

・里海の夏の様子を諸

感覚で感じながら，

自然と触れ合おう

としている。 

【関・意・態】 

（行動観察） 

 

 

 

 

・夏の時期に見られる

海藻について知り，

感じたこと，気がつ

いたことを伝えて

いる。 

【思考・表現】 

（友達や教師との対

話，発表） 

４ 

夏の時期に見ら

れる海藻や貝に

ついて，諸感覚を

通して知ること

ができるように

する。 

 

 

 

・前時の磯遊びで見つけて採った海藻について，

海洋ふれあいセンターの方から，名前を聞く。 

・感じたこと，気がついたことを伝え合う。 

 

 

 

５ 

磯遊びで気付い

たことや発見し

たことについて，

友達に工夫して

伝えることがで

きるようにする。 

 

 

・体験で見付けたものや気付いたことをカードに

かく。 

・カードをもとに，夏の海の様子について話し合

う。 

 

 

・磯遊びで気付いたこ

とや発見したこと

について，友だちに

工夫して伝えてい

る。 

【思考・表現】 

（発見カード） 

６ 

散歩や遊びを通

しての夏の里山

と里海の様子を

マップにまとめ，

春との違いや変

化に気付くこと

ができるように

する。 

 

 

・グループに分かれて，前時までに書いた発見カ

ードをもとに，夏の里山と里海の様子の絵をか

く。 

・絵を夏の様子マップに貼り，どんなものをかい

たか発表する。 

・春の写真マップと見比べて，気付いたことを話

し合う。 

・散歩や遊びを通して

の夏の里山と里海

の様子をマップに

まとめ，春との違い

や変化に気付いて

いる。 

【気づき】 

（発表・振り返りカ

ード） 

三 １ 

水や砂浜での遊

びを通して，夏の

自然に親しみな

がら友達と楽し

く遊ぼうとする。 

 

 

 

・砂浜に行き，やりたいことや作ってみたいもの

を決め，体全体を使い，友だちと砂や水などで

遊ぶ。 

 

 

 

・水や砂浜での遊びを

通して，夏の自然に

親しみながら友達

と楽しく遊ぼうと

している。 

 【関・意・態】 

（行動観察） 

うみのなつをさがしにいこう。 

カニやアメフラシがいたよ。海藻もたくさん

あるね。ぬるぬるしているよ。 

どんなものをみつけたのかな。 

この海藻は，ツルモっていうんだ。ひもみた

いに長いね。つるつるしているよ。ウミウチ

ワは，小さいね。 

なつのうみは，どんなようすだったかな。 

マメダワラは，触るとぷちぷちしたよ。アメ

フラシは，ふわふわしていたよ。ワカメもあ

ったね。 

夏には，春と違う楽しさがあったね。夏と春

では，ずいぶん変わったんだね。 

なつのようすをまっぷにまとめよう。 

みずとすなはまであそぼう。 

手で砂を丸めてどろだんごを作ったよ。水を

流して道を作ったよ。トンネルができたよ。 
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２ 

水や砂浜での遊

びを通して，それ

らの特徴に気付

くことができる

ようにする。 

 

 

 

・水や砂浜の様子はどんな感じがしたか，カード

に書く。 

・遊びを通して不思議に思ったことや気付いたこ

とを交流する。 

・水や砂浜での遊びを

通して，それらの特

徴に気付いている。 

【気付き】 

（発見カード） 

四 １ 

里海の初秋の様

子を諸感覚で感

じながら，自然と

触れ合おうとす

る。 

 

 

・夏と同じのと海洋ふれあいセンターの海辺行き，

夏と比べながら，里海の自然と触れ合う。 

・初秋の時期に見られる海藻を採る。 

 

 

・里海の初秋の様子を

諸感覚で感じなが

ら，自然と触れ合お

うとしている。 

【関・意・態】 

（行動観察） 

２ 

初秋の海辺マッ

プを作り，夏と比

べて，海辺の様子

が変化している

ことに気付くこ

とができるよう

にする。 

（本時） 

 

 

 

 

 

・前時の海辺の活動で見付けたものの絵をかく。 

・絵やカードを「秋の始まり海マップ」に貼り，

どんなものをかいたか発表する。 

・夏と秋の始まりのマップと見比べて，気付いた

ことを話し合う。 

 

・初秋の海辺マップを

作り，季節によって

海辺の様子が変化

していることに気

付いている。 

【気付き】 

（発表，振り返りカー

ド） 

砂でお城を作るときは，バケツいっぱいに土

を入れて，ぎゅってしたら，きれいにできる

とわかったよ。 

どんなあそびができたかな。 

カニやヤドカリがいたよ。でもウミウシやア

メフラシがいなかったよ。どうしてかな。 

どんなものをみつけたかな。 

なつのうみとあきのはじまりのうみをくらべ

よう。 

なつとあきのはじまりをくらべると，ようす

がかわっているとわかった。 
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５ 本時の学習（第四次 第２時） 

（１）ねらい   初秋の海辺マップを作り，季節によって，海辺の様子が変化していることに気付くこ

とができる。 

（２）評価規準  初秋の海辺マップを作り，季節によって海辺の様子が変化していることに気付いてい

る。                   【気付き】（発表，振り返りカード） 

（３）準備・資料等 磯遊び活動の写真，６月と９月に海辺で採集したものの写真，模造紙， 

発見カード，夏の海辺マップ，大型テレビ 

（４）展開 

学習活動（配時） 教師の働きかけ<>と（・）児童の意識の流れ 
評価と（◎）と支援（◆） 

留意点（・） 

１前時の活動を振

り返り ,課題を

つかむ。（５分） 

 

 

 

２見つけたものを

カードに書く。 

（１５分） 

 

３カードに書いた

ものについて発

表する。 

（１０分） 

 

 

４夏と秋の始まり

の海の様子を比

較する。（８分） 

 

 

５本時の学習をふ

りかえりまとめ

をする。（７分） 

<秋の始まりの海はどんな様子だったかな。> 

・ヤドカリがいたよ。 

・いろんな海草があったな。 

・わかめがなかったね。 

 

 <海で見つけたものをカードにかいて,秋の始まり海マ

ップをつくろう。> 

・ウミウチワは大きくなっていたから,大きくかこう。 

・アマモは,ねぎみたいだった。 

・ホンダワラは,６月も９月もあったね。 

<秋の始まりの海で見つけたものを発表しよう。> 

・ウミウチワが前より大きくなっていました。 

・ホンダワラが前よりたくさんありました。 

・カゴメノリがありました。カゴメノリはごつごつして

いました。 

・クラゲがいました。 

<夏のマップとくらべよう。> 

・６月はアメフラシがいたけど,９月はいないね。 

・９月はわかめやもずくがないね。 

・ウミウチワは,６月に比べると大きくなっている。 

・マメダワラは６月も９月もあるね。 

<夏の海と秋の始まりの海を比べて,気がついたこと・分

かったことを書こう。> 

・夏の海と秋の始まりの海は,様子が違うことがわかった

よ。 

・６月はあったけど,９月はない海草がある。 

 

・前時の活動を思い出す

ために,活動時の写真

を提示する。 

 

・夏の海マップを提示し 

見通しを持たせる。 

・カードにかくときの視

点を明確にする。 

・絵を描いた後,感じた

ことを書かせる。 

 

・思い出せない児童には

掲示してある写真等

を見るよう話す。 

 

 

◎初秋の海辺マップを

作り，季節によって海

辺の様子が変化して

いることに気付いて

いる。 

（発表，振り返りカー

ド） 

◆６月に取った海草と

９月にとった海草の

大きさを比較できる

写真を提示し,気付き

が明確になるように

する。 

なつのうみとあきのはじまりのうみをくらべよう。 

なつのうみとあきのはじまりのうみのようすを

くらべると,かわっていることがわかった。 

ちがう 
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６ 板書計画 
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第２学年生活科学習指導案 

場 所 ２年教室 

指導者 木村 優風 

 

１ 単元名 生きものといっしょに ～つくもっこ水族館をつくろう～ 

 

２ 単元の目標 

 ・身近な生きものに関心をもってかかわり，生きものに親しみをもち，大切にしようとする。 

【生活への関心・意欲・態度】 

 ・生きものの育つ場所，変化や成長について考え，世話のしかたを工夫して，それらを表現すること

ができるようにする。                  【活動や体験についての思考・表現】 

 ・生きものの世話を通して，その特徴，育つ場所，変化や成長の様子に気付くことができるようにす

る。                         【身近な環境や自分についての気付き】 

 

３ 指導にあたって 

（１）教材観 

本単元は，学習指導要領の内容（７）「動植物の飼育・栽培」に基づいて設定したものである。 

  児童にとって動植物の飼育・栽培は，毎日が感動の連続である。児童は，自分の育てる動物や植物

の成長を楽しみにしながら，日々のかかわりを深めていく。校区の周りには豊かな里海があり，のと

海洋ふれあいセンターの「屋外タッチプール」では，九十九湾の生きものを観察したり採集したりと，

海の生きものに親しむ環境に恵まれている。そこで，「小木の海」の生きものの継続的な飼育を通して，

成長することの嬉しさや素晴らしさを知る。また，生きものが死んでしまったり病気になったりした

時の辛さは，児童の成長に大切な経験である。そして，生きものとのかかわり方を真剣にふり返り，

その生命を守っていた自分の存在に児童自ら気付く機会となる。 

また，継続的な飼育の過程において「ずっと元気でいてほしい」「すみかを喜んでくれるにはどうし

たらいいか」などという願いや思いから，生きものの育つ場所に目を向け，工夫して飼育を行ってい

くことのできる教材と考える。 

 

（２）児童観 

本学級の児童は，第１学年では，「きせつとともだち」で夏と秋に磯観察をし，季節によってみられ

る生きものや海そうの種類の違いや，大きさ，成長の変化を学習してきた。また，登下校中に見た虫

や動物などの話をしたり，休み時間に図鑑で動物や魚などを見て話をしたりするなど，多くの児童が

生きものへの興味・関心をもっている。しかし，家で生きものを飼っている児童は少なく，生きもの

の世話の経験はほとんどない。 

第２学年では，１学期は野菜の栽培と国語科の「観察名人になろう」の学習を関連させ，観察記録

文を書いた。数種類の野菜の観察を通して，花の色や葉の形の違い，野菜の成長と自身の成長の変化

に気付く姿がみられた。また，「生きものといっしょに」の学習で，小木の生きものマップの作成から，
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どこにどんな生きものがいて，どんなすみかを好むのかについて考えを深めることができている。生

きものに対する抵抗感がない児童であるため，生きものの飼育に興味・関心をもつ姿が多くみられた。 

 

（３）指導観 

  本単元では，海の生きものへ親しみをもち，海の生きものを大切にしたいという思いをもつことが

できるようにしたい。そのために，第一次・第二次を通して，まず海の生きものに親しむことを大切

に指導する。 

  第一次では，里海でじっくりと生きものを探す時間を保障し，多くの生きものと触れ合う場を設定

する。見つけた生きものをカードに書きマップにすることで，生きもののすみかに見通しを持たせる。

また，磯観察では，「どんなところにいたかな」「どんなものを食べるのかな」と問いかけることで，

これからの飼育活動への見通しをもてるようにする。 

  第二次では，「小木にすむ生きものを１年生に伝える」という目的をもち，飼育活動に取り組む。そ

のために，飼育したい生きもの・紹介したい生きものを話し合う。また，飼育するうえで，すみかや

エサについて話し合ったり，観察したりと日常的なかかわりを繰り返しもたせ，興味・関心を高める。

生きものの飼育はグループごとに行い，活動を通して分かったことや気付いたことを誰かに伝えたい

という思いを高め，第三次の学習へとつなげる。 

  第三次では，「つくもっこ水族館をつくろう」というゴールを設定し，１年生を招待する計画を立て

る。その際，水族館の様子をつかむため，実際の水族館の写真や動画を見せる。１年生に伝えたいこ

との焦点を絞り，生きものの観察を行う。生きものの成長や変化に気付くための手立てとして，「観察

カード」に観察したことや気付きを書きためていくようにする。書いたカードを友達と交流すること

で，新たに観察の視点や気付きを得られるようにする。 

  このような海の生きものを継続して飼育する学習から，本校の目指す児童像である「海の自然に親

しみ，進んで関わろうとする児童」につながる素地ができると考える。 

 

４ 単元の指導・評価計画 （総時数１８時間） 

次 時 

小単元または 

指導目標 
主な学習活動 

評価規準【評価の観点】 

（評価方法） 

一 ニ １ 

身近な生きもの

に関心をもち，見

つけたい，飼いた

いという願いを

もって生きもの

に関わろうとす

る。 

 

 

・今まで育てたことのある生きものについて話し

合う。 

・知っている海の生きものを話し合う。 

 

 

 

 

・身近な生きものに関

心をもち，見つけた

い，飼いたいという

願いをもって生き

ものに関わろうと

している。 

【関・意・態】 

（発言・行動観察） 

海にはどんな生きものがいるのかな。 

海には，たくさんの魚がいっぱいいたね。磯

にはどんな生きものがいるのかな。 
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２ 

身近な生きもの

に関心をもち，生

きものの住んで

いる場所を考え

たり，見つけたい

生きものを探し

たりする。 

 

 

・海洋ふれあいセンターの屋外タッチプールで，

ヤドカリやカニ，貝，エビなどを採集する。 

・生きものの居場所を

見つけ，様子を観察

したり採集しよう

としている。 

【関・意・態】 

（行動観察・発言） 

  

３ 

観察した生きも

のと住んでいる

場所について，前

時の学習をもと

に考える。 

 

 

・磯観察で見つけた生きものの振り返りをする。 

・見つけた場所と生きものについて話し合う。 

 

 

 

 

・観察した生きものと

すんでいる場所に

ついて考えている。 

【思考・表現】 

（発言） 

４ 

見つけた生きも

のをカードに書

き，生きものマッ

プを作成する。 

 

 

・写真を見て，磯観察で見つけた生きものを思い

出す。 

・グループに分かれてカードに書き，「小木の生き

ものマップ」にまとめる。 

 

 

 

 

・見つけた生きものの

特徴や場所を思い

出しながらカード

やマップにまとめ

ている。 

【思考・表現】 

（行動観察・マップ） 

二 

        

１ 

海の生きものを

育てることに関

心をもつ。 

 

 

・１学期の学習を思い出し，学習のゴールの見通

しを持つ。 

・育てたい生きものについて話し合いで決める。 

 

 

 

・海の生きものを育て

ることに関心をも

っている。 

【関・意・態】 

（発言・行動観察） 

２ 

身近な生きもの

に関心をもち，生

きもののすんで

いる場所を考え

たり，見つけたい

生きものを探そ

うとする。 

 

 

・海洋ふれあいセンターの屋外タッチプールで生

きものを採集する。 

・採集した生きもののすみかや様子などを話し合

う。 

 

 

 

 

 

・生きものの居場所を

見つけ，様子を観察

したり採集したり

しようとしている。 

【関・意・態】 

（行動観察・発言） 

小木の海の生きものかんさつにいこう。 

 

ふれあいセンターにはヤドカリやカニ，貝が

いたよ。エビもいたよ。小木の海にはたくさ

んの生きものがいるね。 

どこにどんな生きものがいたのかな。 

いそには，エビや貝，ヤドカリ，カニがいた

ね。いつもはふかい海にいる赤クラゲがいて

びっくりしたね。 

見つけた生きものをマップにまとめよう。 

どこにどんな生きものがいたのかが分かった

ね。ヤドカリやカニをかいたいな。 

どんな生きものをそだてたいかな。 

ヤドカリをそだてたいな。１年生にも生きも

のをおしえてあげたいな。 

そだてたい生きものをさがしに行こう。 

わたしはアメフラシをそだてるよ。大切にそ

だてたいな。ぼくはカニをそだてるよ。どう

やってそだてればいいのかしらべよう。 
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３ 

生きものを捕ま

えた場所を思い

出し，生きものの

世話をする上で

必要なことを調

べることができ

るようにする。 

 

 

・生き物を採集した場所を思い出す。 

・図鑑や本で飼育の方法を調べる。 

・生きものを捕まえた

場所を思い出しな

がら，生きものの世

話をする上で必要

なことを調べてい

る。 

【思考・表現】 

（行動観察・発言） 

４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 

            生きものの世話

をする上で必要

なことを考える

ことができるよ

うにする。 

 

 

・調べたことをゲストティーチャーに聞いてもら

う。 

・ゲストティーチャーからアドバイスをもらう。 

・生きものにとってよりよいすみかを話し合う。 

 

 

 

 

・生きものの世話をす

る上で必要なこと

を考えている。 

【思考・表現】 

（行動観察・発言） 

５ 

生きものを大切

に育てるには，そ

の生きものに適

した食べ物が必

要であることに

気付くことがで

きるようにする。 

 

 

・どんな場所にいるか話し合う。 

・グループごとに住み家をつくる。 

・岩や砂を入れて，生き物のすみかをつくる。 

 

 

 

 

 

・生きものを大切に育

てるには，その生き

ものに適した食べ

物が必要であるこ

とに気付いている。 

【気付き】 

（発言・行動観察） 

６ 

生きものを大切

に育てるには，そ

の生きものに適

した食べ物が必

要であることに

気付くことがで

きるようにする。 

 

 

・困っていることを出し合う。 

・原因や解決方法を話し合う。 

 

 

 

 

・生きものを大切に

育てるには，その

生きものに適した

食べ物が必要であ

ることに気付いて

いる。 

【気付き】 

（発言・行動観察） 

 

三 

 

１ 

学習活動の計画

を立てる。 

 

 

・実際の水族館の写真や動画を見て，見通しを持

つ。 

・水族館の施設の様子や特徴について話し合う。 

・つくもっこ水族館をつくる計画を立てる。 

 

 

 

 

 

・水族館制作や生きも

の紹介をするため

の計画を立ててい

る。 

【関・意・態】 

（発言・行動観察）  

すみかやえさはどうすればいいかな。 

ヤドカリは貝をたべるんだね。すなや岩があ

るといいと分かったよ。 

すみかをつくろう。 

エビやカニがよろんでくれてよかったな。エ

サもたべてくれてうれしいね。でも，いつも

より元気がないな。どうしたのかな。 

すみかやエサのことをおしえてもらおう。 

海の先生の話を聞いて，岩やすなをいれてあ

げるとよろこぶと分かったよ。早くすみかを

つくりたいな。エサもあげたいな。 

せわをして，こまったことはないかな。 

 

 

 

 

 
カニがいなくなったわけが分かったよ。エサ

が少なくて，ヤドカリに食べられてしまった

んだね。 

つくもっこ水ぞくかんのけいかくを立てよう。

う。 

 

 

 

 

 水ぞくかんにはどんなものがあるか分かった

よ。早くつくって，１年生をしょうたいした

いね。 
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２ 

海の生きものを

観察し，発見した

ことや紹介した

いことを伝える

ことができるよ

うにする。 

（本時） 

 

 

・水族館の紹介カードを見て，どんなことが書か

れてあるといいか確認する。 

・紹介する生きものを観察し，いいね！ポイント

を見つける。 

・生きもの紹介カードを発表する。 

 

 

 

・海の生きものに触れ

たり世話したりす

る上で，発見したこ

とや紹介したいこ

とを伝えている。  

【思考・表現】 

（発言・ホワイトボー

ド） 

 

 

 

３ 

海の生きものに

ついて，不思議に

思ったことを調

べることができ

るようにする。 

 

 

・詳しく観察し，カードに記録する。 

・発表会で紹介する内容を決める。 

 

 

 

・生きものに触れたり

世話をしたりする

ことで，様々な発見

をし，原因や理由な

どを考えている。 

【思考・表現】 

（発言・観察カード） 

４ 

海の生きものに

ついて，調べて分

かったことや気

付いたことなど

を，友達と伝え合

うことができる

ようにする。 

 

 

 

・生きものの紹介したいことを発表し合う。 

・感想を話し合う。 

 

 

 

 

 

・海の生きものについ

て，調べて分かった

ことや気付いたこ

となどを，友達と伝

え合っている。 

【気付き】 

（発表・発言） 

５ 

自分の育ててい

る生きものにつ

いて，楽しく紹介

したり，その準備

をしようとする。 

 

 

 

・今までのカード等を整理し，世話をしてきた生 

 き物ことを伝える準備する。 

 

 

・自分の育てている生

きものについて，楽

しく紹介したり，そ

の準備をしようと

している。 

【関・意・態】 

（行動観察） 
 

６ 

世話をしてきた

生きものとのか

かわりをふり返

り，自分なりの方

法で表現したり

伝えたりするこ

とができるよう

にする。 

 

 

 

・担当する生き物を１年生に紹介する。 

 

 

 

 

 

・世話をしてきた生き

ものとのかかわり

をふり返り，自分な

りの方法で表現し

たり伝えたりして

いる。 

【思考・表現】 

（発表・行動観察） 

１年生を「つくもっこ水ぞくかん」にしょう

たいしよう。 

１年生にしょうかいできてうれしかったな。

よろこんでもらえてよかったな。 

１年生にわかりやすくつたえるには，どうす

ればいいかな。 

１年生にわかりやすくつたえるには，しゃし

んや絵を入れるといいとわかったよ。早く１

年生におしえてあげたいな。 

生きものしょうかいポイントはっぴょう会をし

よう。 

はっぴょう会をしたよ。知らないことに気づけ

てうれしかったな。１年生にもっとわかりやす

くつたえるためにはどうしたらいいかな。 

いいね！ポイントを考えよう。 

 

 

 

いいね！ポイントを書くときは，見たことや聞
こえたこと，においやさわったことなどのかん
さつポイントをつかうと，伝えやすいね。 

生きもののことをくわしくかんさつしよう。 

アメフラシのつのみたいなものはエサをさ

がすときに使うとわかったよ。 
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四 １ 

生きものの今後

を考え，生きもの

にとってどうす

ることがよいの

かを話し合おう

とする。 

 

 

・これまでの活動をふり返りながら，世話をして

きた生きものを今後どうするか考え，話し合う。 

 

 

 

・生きものの今後を考

え，生きものにとっ

てどうすることが

よいのかを話し合

おうとしている。 

【関・意・態】 

（発言・行動観察） 

 

五 ２ 

生きものに対し

て最後まで責任

をもって今後を

考え，生きものを

大切にしようと

する。 

 

 

・今まで育てた生きものに手紙を書く。 

・生きものとのお別れパーティーをする。 

 

 

・生きものに対して最

後まで責任をもっ

て今後を考え，生き

ものを大切にしよ

うとしている。 

【関・意・態】 

（行動観察・手紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわかれパーティーをひらこう。 

これから生きものをどうするか話し合おう。 

今までいたところにもどしてあげるといい

ね。これからも元気でいてね。 

おわかれするのはさみしいけれど，元気にそ

だってくれるといいな。 
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５ 本時の学習（第三次 第２時） 

（１）ねらい   海の生きものに触れたり世話したりする上で，発見したことや紹介したいことを伝

えることができる。 

（２）評価規準  海の生きものに触れたり世話したりする上で，発見したことや紹介したいことを伝

えている。               【思考・表現】（発言・ホワイトボード） 

（３）準備・資料等 ミニ水槽，ホワイトボード，紹介カードのモデル，大型テレビ，生きものの写真 

（４）展開 

学習活動（配時） 教師のはたらきかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 
評価（◎）と支援（◆） 

留意点（・） 

１水族館の紹介

カードを見

て，本時の課

題をつかむ。  

（５分） 

 

２とってきた海

の生きものを

観察し，紹介

カードをまと

める。 

（２５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４グループごと

に話し合った

ことを発表す

る。（１０分） 

５本時の学習を

まとめる。 

（５分） 

＜水族館の紹介カードを見てみましょう。どんなことが書い

てありますか。＞ 

・どこに住んでいるか（すみか）が書いてあるよ。 

・何を食べているのか（エサ）が書いてあるよ。 

・見てほしいところ（いいね！）も書いてあるよ。 

 

 

＜紹介したい生きもののどんなところを，１年生に見てほし

いですか。＞ 

・形や色かな。 

・動きもいいよ。 

＜生きもののいいね！ポイントを見つけましょう。＞ 

・うにのチクチクしているところをしょうかいしたいね。 

・アメフラシのゆっくりうごくところや，ぷよぷよしている  

 体をしょうかいしたいな。 

＜紹介ポイントをホワイトボードにまとめましょう。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

・わたしたちのグループは，ヤドカリを紹介します。あさい

海の岩かげにすんでいます。エサは，海草や小魚です。い

いねポイントは，貝のもようや，ちょこちょこうごきです。 

＜今日の学習を振り返りましょう。＞ 

 

 

・実物を大型テレビ

で提示し，紹介カ

ードに書く視点を

共有する。 

 

 

 

 

 

・観察ポイントに着

目させる。 

・ホワイトボードの

書き方の例を示

す。 

・観察グループに分

かれて，紹介した

い生きものを１つ

選んで，しょうか

いカードを仕上げ

る。 

・早く終わったグル

ープは，ほかの生

きものを観察す

る。 

・発表時に生き物の

写真や動画必要な

場合，大型テレビ

で提示する。 

 

◎海の生きものに触

れたり世話したり

する上で，発見し

たことや紹介した

いことを伝えてい

る。 

【思考・表現】 
（発言・ホワイトボー

ド） 

◆考えやすい項目か

ら考えるよう助言

する。 

いいね！ポイントをかんがえよう。 

 

 

いいね！ポイントを書くときは，見たことや聞こえたこと，

においやさわったことなどのかんさつポイントをつかう

と，つたえやすいね。 

  ・あさい海 
   ・岩かげ 
・貝の 
もよう       ・海草 
 
・うごき      ・小魚 

エサ 

すみか 

いいね！ 

ヤドカリ 

 

アメフラシ 

 

ム ラ サ
キウニ 
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６ 板書計画 
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第３学年 総合的な学習の時間 単元指導計画案 
場 所 ３年教室 

指導者 川﨑 祥二 

１ 単元名 わたしたちの海をまもろう  ～海を守るお掃除大作戦～ 

 

２ 指導にあたって 

（１） 児童について 

児童たちにとって，海はすぐ近くに感じられる環境にあり，２年生のときには生活科の学習でエビ

やヤドカリなどを飼育した経験がある。１学期の総合的な学習の時間には，のと海洋ふれあいセンタ

ーでの磯観察を通して，九十九湾に生息している生き物と直に触れ合い，生き物の特徴や生息してい

る環境について知ることができた。自分たちの町は自然豊かなすばらしいところであることを感じて

いる。そして,自分たちの町のすばらしさを知ってもらいたいという考えから，九十九湾に生息してい

る生き物を記したハンドブックを作成した。 

小木の海はすばらしいところだと感じた一方で，前の単元「わたしたちの海を知ろう」の導入の場

面では，「ごみがたくさんあるからきたない」といったように，きれいな部分だけではないという事に

目を向ける児童も見られた。その原因が，自分たちの生活と関係があるという事まではまだ考えられ

ていない。 

（２） 本単元で身につけたい資質や能力及び態度 

＜学習方法に関すること＞ 

①課題を発見し設定する力  

海の環境に興味を持ち,漂流物調査を通して課題を見いだす力 

海の環境を美化するために自分たちができることを見いだす力 

②必要な情報を収集し,分析する力 

漂流物についての情報を収集する力 

③情報をまとめ,表現する力 

海の環境を美化するために,地域の人に呼びかける方法を話し合う力 

漂流物の調査から分かったことをまとめ,表現する力 

＜自分自身に関すること＞ 

④課題解決に向けて行動する力 

海の環境を美化するために,お掃除大作戦を実行する力 

＜他者や社会とのかかわりに関すること＞ 

⑤他者と協同して課題を解決する力 

課題を解決するために,関係する専門機関の方や友だちと協同して活動する力 

（３）教材について 

   一学期の活動で，九十九湾は自然豊かなきれいなところでもあるが，ごみもあるということが分

かっている。普段の生活から，海岸にはお菓子の袋や空き缶などの生活ごみが落ちているというこ

とは予想している。しかし，実際には釣り人が残していった釣り糸や漁に使う道具,外国から流れ着

く物など様々な種類のごみがある。そこで漂流物の調査を通して，海には様々な種類のごみがあり，

それらが環境に及ぼす影響を知ることで，自分たちの生活を見直すきっかけとしていきたい。また，

漂流物調査では海上保安署の方と一緒に活動したり，ごみが環境に及ぼす影響について話していた

だいたりして,環境保全のために努力している人々の気持ちにも触れさせたい。そして，身近な海の

美しさを守っていくために自分たちにできることは何なのかを考え実行させたい。 
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３ 単元の目標 

・海岸の環境に興味を持ち,主体的に漂流物を拾ったり,調べたり,海岸の美化活動のために,課題を見いだ

したりすることができる。       【学習方法に関すること①】 

・課題について必要な情報を適切に収集し,計画的に調べることができる。 【学習に関する方法②】 

・調べたことや考えたことを,相手意識を持って,分かりやすく表現することができる。  

    【学習に関する方法③】 

・海岸の環境を美化するために活動することができる。 【自分自身に関すること④】 

・課題解決するために,関係する専門機関の方や友だちと,共同して活動することができる。 

    【他者や社会とのかかわりに関すること⑤】 

４ 単元の評価規準 

 
学習方法に関すること 自分自身に関すること 

他者や社会とのかかわ

りに関すること 

評

価

規

準 

①海岸の環境に興味を持ち,主体的に漂流物を

拾ったり,調べたり,海の美化活動のために,

課題を見いだしている。 

②課題について必要な情報を適切に収集し,計

画的に調べている。 

③調べたことや考えたことを,相手意識を持っ

て,分かりやすく表現している。 

④海の環境を美化する

ために活動している。 

⑤課題解決するために,

関係する専門機関の

方や友だちと,共同し

て活動している。 

 

  

５ 単元の指導・評価計画（総時数１８時間） 

次 時 
小単元また

は指導目標 
主な学習活動 

評価規準 
【評価の観点】 

(評価方法) 

他教科
との関
わり 

一 １ 

 

自分たちを

とりまく海

の環境につ

いて課題意

識を持つ。 

九十九湾はほんとうに素晴らしい海といえるの

かな。 

・九十九湾の環境について話し合う。 

 

九十九湾はいろんな生き物がいて,きれいな景

色も見られるけど,ゴミもあって汚れていると

ころもあったね。 
 

・自分たちをと

りまく海の環

境について課

題意識を持っ

ている。 

【学①】（発言） 

国語 

２ 海の環境を

調べる方法

を考える。 

どうすれば海の汚れについて調べられるかな。 

・海の汚れを調べる方法について話し合う。 

・どんなゴミが落ちているか予想する。 

海岸へ出かけて,どんなごみが落ちているか確

かめてみよう。 

 

・海の汚れにつ

いて調べる方

法について考

えている。 

【学②】（発言） 

国語 



- 18 - 

３
～
５ 

海岸の環境

を 調 査 す

る。 

海岸がどれくらい汚れているか調べよう。 

・海岸に出かけてどんなごみがどれくらい落ちて

いるのか調べる。 

 

いろんなごみがあって,海岸は思ったよりも汚

れているね。 
 

・海岸の漂流物

について適切

に調査してい

る。【学②】（行

動観察） 

・友達と協同し

て観察してい

る。【他⑤】（行

動観察） 

国語 

 

 

 

 

 

 

６ 調査した結

果をまとめ

る。 

どんなごみがどれくらいあったかな。 

・調査した結果をまとめる。 

 

海岸にはいろんなごみがたくさんあったね。海

をきれいにしなくてはいけないね。 
 

・海岸の漂流物

について調査

した結果をま

とめている。 

【学③】 

（発言・ワーク

シート） 

国語 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

海をきれい

にする方法

を考える。 

（本時） 

海のごみをなくすために,自分たちにできるこ

とを考えよう。 

・海をきれいにするために,自分たちにどんなこと

ができるか話し合う。 

海へ行って,ごみ拾いをしよう。地域の人や遊

びにきた人にも呼びかけよう。 
 

・海をきれいに

するための方

法を考えてい

る。【自④】 

（発言・ワーク

シート） 

国語 

 ８ 海の美化を

呼びかける

方法を考え

る。 

地域の人や遊びに来た人に呼びかける方法を考

えよう。 

・地域の人や観光客に効果的に呼びかける方法を

考える。 

海をよごさないでほしいことを伝えるためキ

ーホルダーを考えて,イカす会で配ろう。 
 

・効果的に呼び

かける方法を

考えている。

【自④】 

（発言） 

国語 
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 ９ どんなキー

ホルダーに

するか話し

合う。 

海をきれいにしてほしいことを伝えるために,ど

んなキーホルダーがいいか話し合おう。 

・素材,イラスト,形,文字などの観点で,どんなキー

ホルダーにすればよいか話し合う。 

どんなキーホルダーにするか決まったよ。海を

よごさないでほしいことが伝わるといいね。 
 

・観点にそって

効果的に呼び

かける方法を

考えている。

【自④】（発

言・ワークシ

ート） 

国語 

 10
～
13 

１
３ 

～ 

1
3
 キーホルダ

ーを製作す

る。 

海をよごさないでほしいことをつたえるための

キーホルダーを作ろう。 

・話し合ったことをもとに,デザインを考え,キーホ

ルダーを作る。 

キーホルダーができたね。イカす会でみんなに

わたそう。 
 

・友だちと協同

して製作して

いる。【他⑤】 

（行動観察） 

図工 

 14 

～  

18 

 

 

海岸を清掃

する。 

自分たちで海をきれいにしよう。 

・海岸清掃をする。 

・学習の感想をまとめる。 

海がきれいになったよ。ずっときれいだといい

な。 
 

・進んで海岸清

掃に取り組ん

でいる。【自

④】 

（行動観察・

感想） 
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６ 本時の学習(第一次 第７時) 

（１） ねらい    海をきれいにするための方法を考えることができる。 

（２） 評価規準   海をきれいにするための方法を考えている。【自④】(発言・ワークシート) 

（３） 準備・資料等 大型テレビ,ワークシート,ホワイトボード,ボードマーカー 

（４） 展開 

学習活動(配時) 教師のはたらきかけ＜＞と児童の意識の流れ(・) 
評価（◎）と支援（◆） 

留意点（・） 

１前時の学習を振り

返る。 （７分） 

 

 

 

 

２本時の課題をつか

む。  （３分） 

 

 

３自分の考えを持

つ。  （７分） 

 

 

 

 

 

 

 

４課題について話し

合う。 （２３分） 

 

 

 

 

 

 

５まとめをする。 

（５分） 

＜海にごみがあるとなぜ困るのでしょうか。＞ 

・釣り糸にからまって動けない生き物がいる。 

・ビニル袋を飲み込んでしまう魚もいるなんて知

らなかった。 

・ごみが原因で生き物が死んでしまう。 

・海をよごさないでほしいな。 

 

＜海のごみをなくすためにどんなことができる

か考えよう。＞ 

・ごみをすてないようにしよう。 

・海岸へ行ってごみを拾おう。 

・かんばんをつくろう。 

・ごみ箱をおこう。 

・ポスターをかいて,みんなに知らせよう。 

・テレビやインターネットで知らせよう。 

 

＜グループで考えを交流し,発表しよう。＞ 

・自分たちがごみを捨てないように気をつければ

いいと思う。捨てなければきれいになると思

う。 

・テレビやインターネットだったらたくさんの人

に知らせることができると思うよ。 

・ポスターだといろんな人が見てくれるよ。 

 

＜今日の学習をまとめましょう。＞ 

海岸へ行って,ごみ拾いをしよう。地域の人や

遊びにきた人にも呼びかけよう。 
 

海のごみをなくすために,自分たちにできるこ

とを考えよう。 

・海岸の画像を提示する。 

・前時にまとめた表を掲示

しておく。（種類,出した

人等） 

 

 

 

 

 

 

 

◎海をきれいにするため

の方法を考えている。 

◆ごみは誰が出したもの

だったかを確認し,だれ

が，だれに,どんな方法

で,よびかけるのかを明

確にするよう話す。【自

④】(発言・ワークシート)  

・理由をつけて話すことを

確認する。 

・グループでホワイトボー

ドに書いてまとめさせ

る。 

 

 

 

・自分たちができることと,

他の人に呼びかけるこ

とがあることに気づか

せる。 



- 21 - 

７ 板書計画 

 

 

 

８ その他 

  〇ワークシート 

 

                名前(           ) 

 ◎海のごみをなくすために，自分たちにできることを考えよう。 

 １．自分の考え  

 

 

 

 

 

２．グループでの話し合い 

 

 

３．今日のまとめ 
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第４学年 総合的な学習の時間 単元指導計画案 

場 所 ４年教室  

指導者 梅木 あゆみ 

 

１ 単元名   小木発信プロジェクト  ～イカす小木 イカすＣＭで ＰＲ！～ 

 

２ 指導にあたって 

 （１）児童について 

   児童は，３年生のときに九十九湾のごみ拾いを通して，九十九湾の美化活動に取り組んできた。

学習のゴールとして，「海を大切にしてほしい」という願いをこめて作成したキーホルダーを，今年

６月のイカす会で地域の方や観光客に向けて配る活動をした。これらの学習を通して，児童は，ふ

るさとの海に関心を持つことができている。 

１学期には，イカについての調べ学習をした。イカに関心のある児童は多く，本やインターネッ

トを使ったり，漁業組合の方にインタビューしたりして，イカの体のつくり・性質，釣り方につい

て調べることができた。調べ学習を通して，ふるさとの海により誇りをもったようだが，小木のイ

カを広めたい，能登町以外の人に知ってほしいと感じる児童は限られている。 

   調べる学習については，国語科で調べたことを整理し相手に分かりやすいように発表する方法を

学習してきている。学習したことをきっかけに，インターネットや本，インタビューから自分に必

要な情報を取り出し，発表の内容や組み立てを考える力がついてきている。 

 

 （２）本単元で身に付けたい資質や能力及び態度 

  ＜学習方法に関すること＞ 

   ①課題を発見し，設定する力 

    イカに興味を持ち，調べ学習やインタビューを通して課題を見いだす力 

    私たちの町を「イカの町」として，能登町の人々に発信するために，自分たちにできることを

見いだす力 

   ②必要な情報を収集し，分析する力 

    イカについての情報を収集する力 

   ③わかりやすくまとめ，表現する力 

    イカについて調べたことをまとめ，表現する力 

    私たちの町を「イカの町」としてＣＭを作り，能登町の人々に発信する力 

  ＜自分自身に関すること＞ 

   ④目標を設定し，課題の解決に向けて行動する力 

    イカについて調べ，私たちの町を「イカの町」として発信するために，地域の人や能登町の人々

に伝える計画を実行する力 

  ＜他者や社会とのかかわりに関すること＞ 

   ⑤他者と協同して課題を解決する力 

    課題を解決するために，関係する専門機関の先生方や友達と，協同して活動する力 

 

 （３）教材について 

   小木のイカは，児童にとって身近な水産物である。小木港で水揚げされる水産物の９割がイカで

あり，冷凍イカ水揚げ量は日本海側で１位を誇っている。昔からさかんであるイカ釣りは，減少し

つつも今でも続いている。また，小木にはイカにスポットライトを当てた「イカす会」という行事

がある。平成２０年度，一度はなくなったものの，“小木住民が一丸となって小木の町に賑わいを作

ること”を目的として，平成２５年度以降再開催され，毎年行われ活気づいている。これらのこと

から，子どもたちの住む小木の町がイカの町であることに誇りを持つために，イカを学習すること

が大切であると考える。本単元では，能登町の小学４年生に小木の町に関する実態アンケートをと

った。アンケート結果で半分以上の子どもたちが，「小木はイカの町で有名」とは知らないと分かっ
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た。そこで，その課題をどのように解決していくかを児童に考えさせ，ゴールとしては，小木はイ

カの町で有名であると知ってもらうために，能登町の子どもたちに向けたＣＭ作りでＰＲすること

を目指す。ＣＭでは，伝えたい内容を歌詞にして“イカす SONG”として３０秒でまとめる。 

  本時では，イカのおいしさや新鮮さを伝えるために，イカす SONGにどんな歌詞をのせるかを考

える。前時では，伝えたい“おすすめポイント”を付箋に書き，４つのテーマ（捕り方・冷凍保存・

料理・加工品）に整理した。その付箋を思考ツールとして利用しながら，グループに分かれて作詞

する。 

３ 単元の目標 

 ・イカに興味を持ち，調べ学習やインタビューを通して，私たちの町を「イカの町」として，能登町

の人々に発信するために，課題を見いだしたりすることができる。   【学習方法に関すること①】 

 ・課題解決に向けて必要な情報を収集し，計画的に調べることができる。【学習方法に関すること②】 

 ・調べたことや考えたことを，相手意識を持って，分かりやすく表現することができる。 

                                  【学習方法に関すること③】 

 ・イカについて調べ私たちの町を「イカの町」として発信するために活動することができる。 

 【自分自身に関すること④】 

・課題解決するために，関係する専門機関の先生方や友達と，協同して活動することができる。 

                          【他者や社会とのかかわりに関すること⑤】 

４ 単元の評価規準 

 
学習方法に関すること 自分自身に関すること 

他者や社会とのかかわりに

関すること 

評 

価 

規 

準 

①イカに興味を持ち，調べ学習やイ

ンタビューをしたり，私たちの町

を「イカの町」として，能登町の

人々に発信するために，課題を見

いだしたりしている。 

②課題解決に向けて必要な情報を

収集し，計画的に調べている。 

③調べたことや考えたことを，相手

意識を持って，分かりやすく表現

している。 

④イカについて調べ，私たち

の町を「イカの町」として

発信するために活動してい

る。 

⑤課題解決するために，関

係する専門機関の先生方

や友達と，協同して活動

している。 
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５ 単元の指導・評価計画  （総時数２５時間） 

次 時 
小単元名 

または指導目標 
主な学習活動 

評価基準 

【評価の観点】 

（評価方法） 

他教科 

との関連 

一 

 

１ イカの何につ

いてＰＲする

のか考える。 

 

 

 

・能登町の４年生の実態アンケートをもと

に，小木の町，イカの町をＰＲするために

はどんな魅力を伝えればいいかを考える。 

・イカのおいしさや新鮮さをＰＲすること

について話し合う。 

・ふるさとＣＭを見てイメージをつかむ。 

 

 

・小木の町とイカに

興味を持ち，課題

を見いだしてい

る。  

【学②】（行動観察） 

 

社会 

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１~

３ 

イカのおいし

さや新鮮さの

秘密について

調べ学習をす

る。 

 

 

・調べる項目，調べる方法を考える。 

・グループに分かれて，図鑑やインターネ 

ットで調べる。 

 

 

 

 

・イカに興味を持

ち，調べ学習やイ

ンタビューを通

して課題を見い

だしている。 

【学①】 

（行動観察・ワーク

シート） 

国語 

 

 

 

 

 

４ ミニ報告会を

する。 

 

・調べたことをまとめ，ミニ報告会をする。 

・もっと知りたいことはないか話し合う。 

 

 

・調べたことや考え

たことを，相手意

識を持って，分か

りやすく表現し

ている。 

【学③】（発言） 

国語 

 

 

 

 

 

 

イカのおいしさや新せんさのひみつを
調べよう。 

イカのおいしさや新せんさのひみつは

冷とう保存が関係していると分かった

よ。調べたことを報告したいな。 

調べたことを整理しよう。 

調べたことを整理して報告できたよ。で

も，まだ知りたいことがあるから，くわ

しい人に聞きたいな。 

能登町の４年生に，イカのおいしさや

新せんさについてＰＲしよう。早く調

べたいな。 

小木の町，イカの町をＰＲするために，
「イカのどんなみりょく」を伝えればい
いかな。 
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５
・
６ 

漁協に行って

漁協の人に話

を聞く。 

 

 

・小木漁協に行き，漁協の人の話を聞いた

り，見学したりして，おいしさや新鮮さ

の秘密について考える。 

 

 

・進んで情報を収集

し，考えを持とう

としている。 

【自④】（行動観察） 

・課題解決するため

に，関係する専門

機関の先生方に

尋ねている。 

【他⑤】（行動観察） 

 

社会 

７ 調べたことを

報告し合う。 

 

・調べてきたことや分かったことをまとめ 

 る。 

・まとめたことを発表する。 

 

 

 

・調べたことや考え

たことを，相手意

識を持って，分か

りやすく表現し

ている。 

【学③】（行動観察） 

国語 

 

 

 

 

 

三 １ ＣＭの中心と

なる内容を考

える。 

 

 

 

 

・イカす SONG に取り入れる内容を考え

る。 

・キャッチコピーを考える。 

 

 

 

・自分の考えを持っ

て友達と話し合

い，伝えたいＣＭ

の内容を考えて

いる。 

【他⑤】 

（話し合い・発言） 

 

 

国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分かったことを整理しよう。 

調べたことを報告できたよ。イカのお

いしさや新せんさを伝えるＣＭはどん

な内容にしたらいいのかな。 

能登町の４年生に，イカのおいしさや新

せんさが伝わるようなおすすめポイン

トを考えよう。 

 

おすすめポイントは〇〇になったね。 

キャッチコピーは〇〇に決まったね。 

早く歌詞を考えたいな。 

漁協に行って，イカのおいしさや新せん
さのひみつを見つけよう。 

イカがおいしくて新せんだというひみ

つが，漁協の人の話や漁協にある冷とう

倉庫から分かったよ。 
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 ２ イカす SONG

の作詞する。 

（本時） 

 

 

・班ごとに分担して歌詞を考える。 

・全員で出来上がった歌詞で歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えを持っ

て友達と話し合

い，歌詞の内容を

考えている。 

【他⑤】 

（話し合い・発言） 

国語 

音楽 

道徳 

 

 ３ 試しのＣＭを

考える。 

 

・カット割りを知る。 

・役割（衣装小道具班・ダンス班・合奏班）

を決める。 

 

 

 

・調べたことや考え

たことを，相手意

識を持って，分か

りやすく表現し

ている。 

【学③】（行動観察） 

国語 

図工 

音楽 

体育 

４~
７ 

試しのＣＭを

作る。 

 

・班に分かれてＣＭ作りを進める。 

・毎時間ふりかえりを班ごとに報告し合

う。 

・全員で合わせる。 

 

 

 

・調べたことや考え

たことを，相手意

識を持って，分か

りやすく表現し

ている。 

【学③】（行動観察） 

国語 

図工 

音楽 

体育 

８
・
９ 

試しのＣＭを

撮影する。 

 

・キャッチコピーを作成する。 

・撮影に必要な道具を準備する。 

・撮影場所へ行き，撮影する。 

 

 

 

 

・小木の町を「イカ

の町」として発信

するために活動

している。 

【自④】（行動観察） 

・友達と協働してＣ

Ｍ作りをしてい

る。 

【他⑤】（行動観察） 

国語 

社会 

図工 

音楽 

体育 

役割も決まったよ。早くＣＭをとりた

いな。 

試しのＣＭを作る準備をしよう。 

試しのＣＭをさつえいしよう。 

試作品ＣＭができたよ。上手にできた

かな。早く見たいな。 

試しのＣＭを作ろう。 

試しのＣＭができたよ。早くさつえい

したいな。 

おすすめポイントを入れた歌詞を考え

よう。 

 

○し冷凍保存についての歌詞を同じグル

ープのみんなで考えました。 

○わ能登町の４年生に，特に伝えたい言

葉は何か考えることが大切だと分かり

ました。おすすめポイントを全部入れ

たかったけれど，それでは 16拍におさ

まらなかったからです。 

○かみんなで歌ったら気持ちよかったで

す。早くＣＭ作りがしたいです。 
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10 試写会①をす

る。 

 

・完成した試しのＣＭの試写会をする。 

・感想を交流し合う。 

・完成したＣＭを見

て，課題を見いだ

している。 

【学①】（話し合い） 

 

 

 

国語 

11
・
12 

改善点や改善

策を話し合い

撮り直す。 

 

 

・完成したＣＭを見て，感想を話し合う。 

・改善点を話し合い，改善策を考える。 

・作成するものやカットわりを考え，撮り

直す。 

 

 

 

 

・完成したＣＭを見

て，課題を見いだ

している。 

【学①】（話し合い） 

 

・友達と協働してＣ

Ｍ作りをしてい

る。 

【他⑤】（行動観察） 

 

国語 

社会 

図工 

 13 試写会②をす

る。 

 

・撮り直したＣＭを見て，感想を交流する。 

・相手に伝わるＣＭにするにはどうしたら

いいかについて考える。 

 

 

 

 

・完成したＣＭを見

て，課題を見いだ

している。 

【学①】（話し合い） 

国語 

 

 

14
・
15 

改善策をもと

に本番ＣＭを

つくる。 

 

 

・撮影に必要な道具を作成する。 

・改善策をふり返り，撮影する。 

 

 

 

・小木の町を「イカ

の町」として発信

するために活動

している。 

【自④】（行動観察） 

・友達と協働してＣ

Ｍ作りをしてい

る。 

【他⑤】（行動観察） 

国語 

 

 

もっとＰＲするＣＭにするにはどうし
たらいいかな。 

もっとイカのおいしさや新せんさを伝

えるＣＭにするには，最初にキャッチ

コピーを見せたほうがいいね。 

試写会をしよう。 

もう少し改善が必要だな。もっとイカ

のおいしさや新せんさ伝えるためには

どんなことが必要かな。 

試写会をしよう。 

もっとイカのおいしさや新せんさを伝

えないとだめだな。アドバイスを参考

に本番ＣＭを作るぞ。 

本番ＣＭをつくろう。 

キャッチコピーを見せるタイミング

や，内容に入れる場面を改ぜんしてＣ

Ｍができたぞ。早くみたいな。 
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16 

本番ＣＭを鑑

賞し，感想を

伝え合う。 

 

・本番ＣＭを見て，感想を伝え合う。 

 

 

  

・完成したＣＭを見 

 て感想を伝えて 

いる。 

【学③】（発言） 

道徳 

 

 

四 １ 学習のふり返

りをする。 

 

・活動シートや活動写真を見て，学習のふ

り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

・「イカの町」とし

て発信するため

に活動している。 

【自④】（感想） 

 

道徳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本番ＣＭを見て感想を伝え合おう。 

 

試しのＣＭよりもいいＣＭができた

よ。早くみんなに見てもらいたいな。 

学習のふり返りをしよう。 

ＣＭ作りをしてもっと小木の町がイカ

の町だと知ることができたよ。ＣＭを

見て，小木の町はイカの町と知ってく

れたらいいな。これから自分の町の誇

りを持っていきたいな。 
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６ 本時の学習（第三次 第２時） 

（１）ねらい  自分の考えを持って友達と話し合い，歌詞の内容を考えることができる。 

（２）評価規準 自分の考えを持って友達と話し合い，歌詞の内容を考えている。 

  【他⑤】（話し合い・発言） 

（３）準備・資料等 ワークシート（個人用），前時に書いた“おすすめポイント”の付箋，ワークシー

ト（グループ用），ホワイトボード，マジック，ラジカセ，CD（担当パートのメ

ロディーが入っているもの），大型テレビ，タブレット 

（４）展開 

学習活動（配時） 教師のはたらきかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 評価（◎）と支援（◆）留意点（・） 

１本時の課題を

つかむ。 

（8分） 

 

 

２課題について

考える。 

（20分） 

 

 

 

 

３全体で話し合

う。 （10分） 

 

 

 

 

 

 

 

４学習を振り返り

次時の見通しを

持つ。 （7分） 

 

 

 

 

 

＜前の時間は何をしましたか。＞ 

・イカのおすすめポイントを調べました。 

＜イカす SONGを聞きましょう。＞ 

・どうやって歌詞をのせようかな。 

 

 

＜グループで歌詞を考えましょう。＞ 

・「一本凍結」という言葉は絶対入れたいね。 

・「新鮮だな～。」より「新鮮だ！」と言い切ったほ

うが印象づくんじゃない。リズムにも合うよ。 

・〇〇さんの意見いいね。ぼくの考えた「おいしい」

よりも「新鮮でおいしい」の方が伝わるね。 

・イカす SONGにのせて歌ってみようよ。 

・この部分，早口になってしまって，聞きにくいか

もしれないね。 

＜グループごとに歌って発表しましょう。＞ 

・よく 16拍でまとめたね。すごいなあ。 

・合いの手が明るい雰囲気を出していていいね。 

・「新鮮だ」が強調されていてよかったです。 

・振り付けをつけたくなるね。 

＜全員で，最初から最後まで通して歌いましょう。

直したいところはありますか。＞ 

・リズムが合わない。 

・３班と４班の歌詞は繋がっているから，（助詞の）

「は」を，「も」に変えたほうがいいね。 

＜仕上がった歌をみんなで歌いましょう。＞ 

・みんなで歌うと気持ちいいね。 

＜歌を聴いてみましょう。＞ 

・おすすめポイントがちゃんと聞こえるよ。 

・この歌に乗せて本物のイカや料理を映そうよ。 

・CM作り一歩進んだね。 

＜今日の学習の振り返りをしましょう。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次はＣＭ作りのための係決めをしましょう。 

・前時の既習（おすすめポイン

ト）をまとめたものを提示す

る。 

・前時で考えた“おすすめポイ

ント”を使ってイカす SONG

の歌詞を作ることを確認す

る。 

・班ごとに担当パート（16拍ず

つ）の歌詞をテーマに合わせ

て考える。 
１班…捕り方 ２班…冷凍保存 

 ３班…料理  ４班…加工品 

・１６拍でおさめること，合い

の手という技法があることを

伝える。 

・歌詞を書くようホワイトボー

ドとマジックを各グループに

用意する。 

・各班にラジカセを用意し、自

分の担当するパートのメロデ

ィーを繰り返し流しておく。 

◎自分の考えを持って友達と話

し合い，歌詞の内容を考えて

いる。 

【他⑤】（話し合い・発言） 

◆前時に作成した，“おすすめポ

イント”が書かれた付箋を操

作しながら話し合いをするよ

う伝える。 

・それぞれの班で歌詞が重なっ

た場合には，全体で新しい歌

詞を考える。 

・CM作りのイメージを高めた

り期待感がもてたりできるよ

うに，最後に歌う場面で児童

の歌う姿を録画し，大型テレ

ビで動画を見る 

・しわか（したこと・分かった

こと・感想）で振り返る。 

・振り返りを読み合う。 

おすすめポイントを入れた歌詞を考えよう。 

○し冷凍保存についての歌詞を同じグループの

みんなで考えました。 

○わ能登町の４年生に，特に伝えたい言葉は何か

考えることが大切だと分かりました。おすすめ

ポイントを全部入れたかったけれど，それでは

16拍におさまらなかったからです。 

○かみんなで歌ったら気持ちよかったです。早く

ＣＭ作りがしたいです。 
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７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ その他 

〇 ワークシート（個人用）        〇 ワークシート（グループ用） 

 

 

 

この欄に，前時で整理したおすすめポイント

の付箋を貼る。 
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第５学年里海科学習指導案 

                                     場 所 ５年教室 

                                     指導者 加賀 浩 

 

１ 単元名 わたしたちの食生活と食料生産 水産業のさかんな地域  ～能登町の水産業を見つめて～  

 

２ 単元の目標 

    日本の水産業や海運，海洋資源について調べ，人々の豊かな生活を支えてきた海の様々な役割やき

まりを理解して，海を利用しようとすることができる。                 

 

３ 単元の評価規準    

里海科への 

関心・意欲・態度 
思考・判断・表現 技能 知識・理解 

我が国や能登町の水

産業の様子に関心を

もち，意欲的に調べる

ことを通して，自分た

ちの食生活を支える

我が国の水産業の発

展を考えようとして

いる。 

 

 

我が国や能登町の水産業の

様子について，学習問題や

予想，学習計画を考え表現

し，調べたことを基に，我

が国の水産業が自分たちの

食料を確保するために重要

な役割を果たしているこ

と，自然環境と深いかかわ

りをもって営まれているこ

とを考え，調べたことや考

えたこと適切に表現してい

る。 

水産業が自分たちの食

生活を支えていること，

主な漁港，漁場の分布，

水産業に従事している

人々の工夫や努力，生産

地と消費地を結ぶ運輸

の働き，現在の問題点や

今後に向けての取り組

みを地図や地球儀，統計

などの各種の基礎的資

料を効果的に活用して

調べている。 

我が国や能登町の水産

業が自分たちの生活を

支えていること，主な

漁港，漁場の分布，水

産業に従事している

人々の工夫や努力，生

産地と消費地を結ぶ運

輸の働き，現在の問題

点や今後に向けての取

り組みなどについて理

解している。 

 

４ 指導にあたって 

 （１）教材観 

本単元は，里海科における『海を知る』に位置づけられる。 

単元全体を通して，我が国や能登町の水産業に関心をもち，日本人の食生活や魚の輸入量の変化，

主な水産物の漁獲量や漁場，主な漁港の分布，水産業に従事している人々の生産を高める工夫や努力，

魚を消費地へ運ぶ運輸の働きなどについて追究する。持続的で安定した水揚げの確保のために，養殖

漁業や栽培漁業で，生産を高めていることや，消費者に新鮮で安全なものを生産し出荷するために

様々な工夫や努力をして，国民の食生活を支えていることをとらえることができる教材である。また，

地図や写真資料，統計グラフなどの資料を活用し，複数の資料を比較したり，関連付けたりしたりし

て，国民の食生活を支えている食料生産の意味や，生産を高める工夫や努力について考えを深めるこ

とができる教材である。 

小木町で盛んな漁業としては，イカ漁がある。イカ漁は，自動いか釣り機によりイカ針(疑似餌)を

海中に投入し，引き上げる時にイカを漁獲する方法であり，夜間の場合は漁灯を点灯させ，光に集ま

るイカを漁獲する。中大型船では，船内冷凍設備の向上により，釣り上げたイカを一尾ずつ急速凍結
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して鮮度を保ち，水揚げする。また，能登町の漁業ではイカ漁の他に，近海の海で季節の魚貝類を獲

る底引き漁業や，能登で発祥し発達した漁業として定置網漁などがある。能登町を含む内浦海岸で，

最も盛んに行われている定置網漁は，海中に網をしかけ，移動する魚を網の中に誘導して捕まえる漁

法であり，魚の習性を逆手に使っている。定置網漁は，魚を捕りつくす漁法ではないため，資源に優

しい漁法であるが，漁獲量が安定しないという問題点がある。また，漁業従事者が減少し，高齢化し

ているという問題点もある。そこで，漁業関係者は，漁業の機械化を進めたり，「宇出津港の寒ブリ」

としてブランド化して，全国各地に広めるＰＲ活動をしたりするなどの工夫や努力もしている。能登

町の定置網漁と漁業関係者の取り組みについて学習することは，自然環境との深い関わりや現在の問

題点，自分たちが住んでいる地域の水産業に従事している人々の工夫や努力への理解を深めるために

適している。 

 

 （２）児童観 

児童の住む小木地区は，良港に恵まれ，昔から漁業が盛んな地域である。イカ釣り船を中心とした

沖合漁業や沿岸漁業が盛んにおこなわれ，イカの町として町民にも浸透している。児童たちは総合の

学習の時間で，3年生時に海を守るために何ができるかを考え，自分たちの思いを伝えるためにキー

ホルダーやマスコットづくりを行い，イカす会というイベント時に配布をした。また，４年生では，

「イカの町小木」を PRするためのCM作りを行い，小木のイカのおいしさの秘密やイカを使った産

物などについてまとめて発信した。５年生になりイカす会に参加して，イカの体の秘密や習性，イカ

の獲り方なども学習を通しておおまかな知識として身についている。また，これらの学習を通して，

小木漁協を訪ねたり，漁業に従事している人にインタビューをしたりして，小木の漁業と生活の結び

つきはおおまかにはとらえてきた。しかし，能登町全体に視野を広げると定置網漁などイカ釣り以外

の漁業に従事している人々も多かったり，能登町の水揚げ量の変化，漁業に携わる人の減少などの漁

業が抱える問題点をとらえたりするまでにはいたっていない。 

また，社会の学習「米作りのさかんな地域」を通して，米作りを生産者と消費者の立場から考える

ことで，米作りに従事する人の苦労や努力，工夫を理解することはできた。しかし，地図や写真，統

計グラフなどの資料の読み取りには個人差がある。資料を正しく読み取ることが十分でないために，

自分の考えを表現することを苦手としている児童も数名いる。  

 

 （３）指導観 

     単元の導入では，「能登町の水産業について調べよう」という単元の学習課題をとらえることがで

きるように，我々が日ごろスーパーで買っている「魚の産地調べ」からスタートする。新聞のチラシ

をもとに私たちが日ごろ食べている魚はどこから来ているのかを集約し，地元だけではなく日本各地，

ときには外国から輸入していることをつかむ。そして，いろいろな魚の流通に目を向けさせながら，

「世界と日本，石川県の水産物の年間消費量」のグラフを提示し，水産物がわたしたちの生活に身近

で欠かせないものであることやイカ釣り以外の漁業も盛んであることに気づかせる。その後，さらに

課題意識を持って学習に取り組むことができるように，「うみとさかなの科学館」を見学して初めて

知ったことや疑問に感じたことをもとに学習計画を補正しながら，単元末には，これからの水産業で

特に大切だと思うことを中心に交流することを確認していく。 

     第二次では，能登町の漁業の特徴がとらえられるように，日本の他の地域の水産業と比較しながら

学習を進める。そして，能登町の定置網漁の様子と問題点を調べ，漁業関係者をゲストティーチャー

として招き，利益を上げるための「能登寒ブリ」などのブランド化の取り組みや漁業後継者の確保と
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育成，漁業の機械化を中心とした話を聞くことで，漁業に従事する人々の苦労と工夫や努力に気づく

ことができるようにする。 

     また，単元全体を通して，根拠を明確にして自分の考えを持つことができるように， 地図や写真，

統計グラフの見方を確認しながら進めるとともに，自分の考えを説明できるように，ペアやグループ

などの学習形態を十分に取り入れながら対話が深まるように指導していく。 

 

５ 単元の指導・評価計画（総時数 １１時間） 

次 時 
小単元名 

または指導目標 
主な学習活動 

評価規準 【評価の観点】 

（評価方法） 

一 １ わたしたち

の食生活と

水産物 

（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世界各国と日本，石川県の水産物の消費量を比較す

る。 

・スーパーのチラシをもとに，日頃食べている魚がど

こから来たのかを考えながら，小木のイカや能登寒

ブリの話を交え，身近な水産物が日本や世界の各地

で獲れること，小木のイカや能登町で獲れた海産物

が他の地域で食べられていることを知る。  

・石川県の市町別漁獲量をもとに、能登町の漁業の特

色を捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

・日ごろ，口にして

いる水産物に興味

をもち，日本全体

や能登町が水産物

の消費量が多い理

由や水産物がどこ

でとれているのか

意欲的に調べよう

としている。 

【里海科への関心・

意欲・態度】 

（発言・ワークシート） 

二 １
～
２ 

能登町の水

産業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「うみとさかなの科学館」を見学し，能登町では定置

網漁が盛んであることを知る。 

・日本には，様々な漁法があることを知る。 

・初めて分かったことや疑問に思ったことを見学ノー

トにまとめ，整理する。 

 

 

 

・能登町の定置網漁

の様子について，

意欲的に調べよう

としている。 

【里海科への関心・

意欲・態度】 

（発言・見学ノート） 

 

 

 

どのような水産物を食べているかをもとに，単元の

学習課題をつくろう。 

能登町では，どのような漁業がさかんなのかな。 

能登町では，定置網漁がさかんだと分かったよ。日

本にはいろいろな漁法があるけれど，どうして定置

網漁がさかんなのかな。 

私たちの食べている魚はいろいろなところからき
ている。逆に能登町でとれた魚も日本中に配送され
ている。イカ釣り漁業以外の漁でどのように魚をと
っているか調べたい。能登町の漁業について調べて
いきたい。 

能登町の水産業について調べよう！ 
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３ めぐまれた

漁場 

 

 

 

・日本の主な水揚げの多い漁港の位置や様子，水あげ

の内わけについて調べる。 

・日本の周りが恵まれた漁場になっている理由を，資

料をもとに調べる。 

 

 

 

 

・海流や大陸だなの

関係から，日本の

周辺の海がよい漁

場になっているこ

とを地図やグラフ

を関連付けて読み

取っている。 

【技能】 

（発言・ノート） 

４ 宇出津漁港

周辺の様子 

 

 

 

・宇出津港の水揚げ量や水揚げの数量が多い魚につい

て知る。 

・能登内浦海域の海流や漁港周辺の施設について調べ

る。 

 

 

 

 

 

・海流の関係で能登

沖がよい漁場にな

っていることや，

様々な施設が充実

していることなど

から，宇出津港の

水あげ量が多い理

由について考えて

いる。 

【思考・判断・表現】 

（発言・ノート） 

 ５ 能登の定置

網漁 

 

 

・日本には，様々な漁法があることを知る。 

・定置網漁をする場所や方法について資料をもとに調

べる。 

 

 

 

 

・定置網漁は，魚の習

性や海流を生かし

た漁であることを

理解している。 

【知識・理解】 

（発言・ノート） 

なぜ能登町のまわりの海で魚がたくさんとれるのか

な。 

なぜ，日本のまわりの海で魚がたくさんとれるのか

な。 

日本のまわりの海は，海流が流れ，大陸だなが広

がっているから，めぐまれた漁場になっているの

だね。 

能登内浦海域は，深層水が豊富で，入りくんだ地形

のため，たくさんの魚が集まってくるのだね。宇出

津港では，水産に関わるたくさんの施設が整備され

てきているから水揚げ量が多いことが分かったよ。 

定置網漁とは，どんな漁業の方法なのかな。 

定置網漁は，回遊してくる魚群を待ちかまえてと

る漁法だね。とりつくす漁法ではないから，資源

に優しい漁法だよ。 
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６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定置網漁が

抱える問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定置網による水揚げ量，水揚げ金額，漁業就業者の

変化のグラフ等を提示し，能登町の定置網漁が抱え

る問題点について話し合う。 

・能登町の定置網漁が抱える問題について，漁業従事

者が工夫や努力をしているという視点でゲストティ

ーチャーから話を聞く。 

・統計資料をもとに，

能登町の漁業が抱

える問題について

考えている。 

【技能】 

（発言・ノート） 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

日本の水産

業のかかえ

る問題 

 

 

・日本の水産業の漁獲量が減ってきている理由を，資

料をもとに考える。 

 

・200海里の問題や

漁場の環境の悪

化，魚の減少など

により，漁獲量や

漁業従事者が減少

している日本の水

産業の現状から，

我が国の水産業が

かかえる問題につ

いて考えている。 

【思考・判断・表現】 

（発言・ノート） 

８ 育てて，とる

養殖業 

 

 

 

・トラフグの養殖業について調べたこと（家庭学習）

をもとに，カキ貝の養殖業と比べ，養殖業のよさや

問題点を考える。 

・養殖業に携わる人々の工夫や努力をまとめる。 

 

・穴水のカキを出荷

するまでの働く人

の工夫や努力，養

殖業が水産物の生

産を担っているこ

と，一方で赤潮や

えさ代などの費用

の高さなどの問題

点があることを理

解している。 

【知識・理解】 

（発言・ノート） 

減ってきた漁獲量を増やすために，どんな取り組み

をしているのかな。 

カキ貝を養殖するために，働く人たちは，いろい

ろな工夫や努力をしていることが分かったよ。 

 

定置網漁は，水揚げ量が不安定で，若い働き手が減

少し，高齢化するなどの問題があるよ。でも，定置

網漁をする人たちは，機械化を進めたり，金庫網を

設置し，ブリをブランド化したりするなどの工夫や

努力をして，収入が多くなるようにしているよ。 

能登町の定置網漁が抱える問題について考えよう。 

２００海里制限，漁場の環境の悪化，魚のとりすぎ，

外国からの輸入の増加，働く人の減少と高齢化など

が原因で，漁獲量が減ってきていることが分かった

よ。 

日本の水産業にはどんな問題点があるのかな。 
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９ 魚をとりな

がら，増やす

ための取り

組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・栽培漁業について調べ，よさや問題について考える。 

・能登町の水産物の資源管理の新たな取り組みについ

て調べる。 

 

 

 

 

・漁獲量を増やすた

めに栽培漁業など

の水産物の資源管

理の取組が進めら

れていることを理

解している。 

【知識・理解】 

（発言・ノート） 

三 １ 調べたこと

をまとめる。 

 

 

 

・これまでの学習をふり返る。 

・課題に対する自分の考えをまとめ，意見交流をする。 

 

 

 

 

 

・これからの水産業

で大切だと思うこ

とをまとめ，自分

の考えを表現して

いる。 

【思考・判断・表現】 

（ノート・話し合い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習（第一次 第１時） 

 （１）ねらい     日ごろ，口にしている水産物に興味をもち，日本全体や能登町が水産物の消費

量が多い理由や水産物がどこでとれているのかを調べることができる。 

 （２）評価規準    日ごろ，口にしている水産物に興味をもち，日本全体や能登町が水産物の消費

量が多い理由や水産物がどこでとれているのかを意欲的に調べようとしている。 

【里海科への関心・意欲・態度】（発言ワークシート） 

 （３）準備・資料等  スーパーのチラシ，日本の水産物の消費量のグラフ等，大型テレビ，PC 

漁獲量を増やすために栽培漁業を行っているよ。能

登町では，底引き網で海底を清掃したり，休漁期間

を設けたりして，水産物の資源管理などに取り組ん

でいることが分かったよ。 

漁獲量を増やすために，他にはどのような取り組み

を行っているのかな。 

これから能登町は，水産業を続けていくためにどん

な方法を大切するべきかな。 

これからの能登町の水産業では，資源管理が大切だ

と思うよ。それに漁業従事者を増やす取組も必要だ

ね。もっと水産物を消費していきたいな。 
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 （４）展開 

学習活動（配時） 教師のはたらきかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 
評価（◎）と支援（◆） 

留意点（・） 

１本時の課題を
つかむ。  

（５分） 

 

 

 

 

 

 

２作業を通して
水産物の産地
を調べる。 

（１５分） 

 

 

 

 

３調べて分かっ
たことついて
話し合う。 

  （１０分） 

 

 

 

 

4「石川県の漁獲 

量の表」を見 

て石川県の漁 

業について考 

える。 

（１０分） 

 

 

 

５学習のまとめ
をする。  

   （５分） 

 

 

＜日本は水産物をどれくらい消費しているか，世界と比べて
みよう。＞ 

 ・予想では，人口の割には多いと思う。 

 ・日本はたくさん魚を食べているはず。 

＜魚をたくさん食べる県民はどこだろう。＞ 

 ・石川県も多いと思う。 

 ・日本海側が多い。 

 

 

 

 

＜私たちの食べている水産物はどこからきているか，スーパ
ーのチラシを使って調べよう。＞ 

 ・地元産が多い。 

 ・中国とか外国からも来ている。 

 ・県外からも来ているよ。いろいろな種類の魚があった。 

・いろいろなところからきているぞ。 

＜調べて分かったこと，疑問に思ったことを話し合おう。＞ 

 ・いろいろなところから魚が来ていた。 

 ・外国もあったよ。いろいろな国からきている。 

 ・どうやってとっているのか？ 

 

＜地元の漁師さんがとった魚だけでは足りないのかな。＞ 

 ・違う。小木のイカはいろいろなところに運ばれていたは
ずだ。 

＜たくさんの魚介類を消費している日本・石川県の漁業はさ
かんなのか，漁獲量をみて考えよう。＞ 

 ・地元産が多かったので，盛んなはず。 

 ・能登町も多いのでは。・どの町の漁業が盛んなのかな？ 

 ・能登町は石川県でも多い方だ。 

 ・いろいろな漁法で魚をとっているんだな。 

 ・イカ以外でも，能登町ではたくさん魚をとっている。 

  

 

＜今日の学習で，感想やもっと調べてみたいと思ったことを
発表しよう。＞ 

 ・能登町でとれた魚が東京などに運ばれていることが 

わかりました。 

・定置網漁はどんな漁法なのだろう。調べてみたい。 

 ・能登町の漁業が石川県でも盛んなことがわかりました。 

 ・いろいろな漁業の仕方について調べてみたい。 

 

・「世界と日本の水産物
の年間消費量」「県別
魚介類消費量」のグラ
フや表を提示し石川
県でもたくさん魚が
食べられていること
を確認する。 

・自分たちの生活をふり
返り，本時の学習課題
を示す。 

・日ごろ食べている水産
物について喚起しな
がら，産地を調べる。 

・気の付いたことをワー
クシートにまとめる。 

 

◎日ごろ，口にしている

水産物に興味をもち，

日本全体や能登町が

水産物の消費量が多

い理由や水産物がど

こでとれているのか

を意欲的に調べよう

としている。【里海科

への関心・意欲・態度】 

（ノート・発言） 

◆自分の考えを持てな
い児童には統計資料
に着目し他と比較し
たり，ペアで話をした
りして考えるように
する。  

・「石川県の漁獲量」の
表を提示する。 

 

 

・グループで考えたこと

をホワイトボードに

提示しながら，考えを

共有する。 

 

 

・次時の学習内容を確認
する。 

 

どのような水産物を食べているかをもとに，単元の学習

課題をつくろう。 

私たちの食べている魚はいろいろなところからきてい
る。逆に能登町でとれた魚も日本中に配送されている。
イカ釣り漁業以外の漁でどのように魚をとっているか調
べたい。能登町の漁業について調べていきたい。 



- 38 - 

７ 板書計画 
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第６学年里海科学習指導案 

                                     場 所 ６年教室 

                                     指導者 梶 麻希 

 

１ 単元名 漁師の仕事を知ろう ～能登町の漁師として生きる～ 

   

２ 単元の目標 

   海にかかわる仕事の体験や施設の見学を通して，海の自然や文化に親しんだり，海にかかわる多様

な仕事に触れたりして，進んで海にかかわることができる。 

 

３ 単元の評価規準 

里海科への 

関心・意欲・態度 
思考・判断・表現 技能 知識・理解 

漁師の仕事について調

べたり，話を聞いたりす

ることを通して，能登町

の漁師の思いや生き方

を知り，能登町の一員と

してふるさとのよさに

気付いている。 

漁師の仕事について調

べたり，話を聞いたりす

ることを通して，能登町

の漁師の思いや生き方

を知り，自分たちにでき

ることを考えている。 

漁師の仕事について資

料を活用して調べたり，

話を聞いたりして，レポ

ートにまとめている。 

海にかかわる仕事につ

いて考えることを通し

て，漁師の思いや生き方

が能登町の漁業の発展

につながることを理解

している。 

 

４ 指導にあたって 

（１）教材観 

本単元は，里海科における『海に親しむ』『海を知る』に位置づけられる。 

小木地区は昔から漁業で栄えており，その中でもイカ漁は今でも盛んに行われている。本単元では，

小木地区から能登町に視点を広げ，能登町の漁業に焦点を当てる。能登町は，日本有数の定置網漁場で

ある。その定置網漁に従事する漁師に，日々の作業内容や仕事に対する思いなどについて話していただ

く。漁師の漁にかける思いや苦労，ふるさと能登町を思う気持ちなど，漁師としての生き方に触れるこ

とで，能登町のよさに気付き，ふるさとに誇りと愛着をもつことができると期待している。さらには，

漁師の生き方を知ることで，児童自身が自らの生き方を考えるきっかけになると考える。 

また，県立能登高校「おおとり丸」の乗船体験や定置網漁「日の出大敷」の見学など，能登町の海に

かかわる仕事の見学や体験を通して，進んで海にかかわろうという意識を高めることができる。 

そして，次の単元につながるように，奥能登食材流通機構と連携を図り，能登町でとれる様々な海産

物ついて知る。主に地域の食材の代表であるイカ（水産物）の様々な加工品を扱うことで，伝統的な保

存食，調味料などにも触れ，先人の知恵や発酵食品等にも興味関心を広げていく。 

 

（２）児童観 

児童は，第５学年里海科において能登町の水産業について学習してきている。定置網の仕組みや漁法，

定置網漁が抱える問題点，漁業従事者の工夫や努力などについては既に学んでいる。定置網漁は季節ご

とにとれる魚が移り変わることや資源にやさしい漁法であることを知ることができた。また，「うみとさ
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かなの科学館」の見学や，漁業従事者の話を実際に聞くことで，能登町の漁業への興味を持つこともで

きた。さらに，定置網漁の大変さや能登町の漁師が高齢化していること，若い漁師がとても少ないこと

をとらえていた。 

今年度に入ってからは，５月に『海に親しむ』『海を知る』『海を守る』という視点で「イカのまち小

木～イカす会に参加しよう～」を学習した。事前学習としてイカの生態や獲り方，調理法などグループ

で調べ，まとめたことを交流した。「イカす会」では，石川県水産総合センターの漁業指導調査船である

白山丸に乗船し，イカの習性や獲り方のビデオ学習，実際に機械を動かしてもらい，イカを獲る様子を

見学した。また，獲ったイカの急速冷凍の様子も確認している。事前学習と「イカす会」で見学したこ

とを十分に関連させることで，知識と体験の一致を図ることができた。事後学習の小中合同海岸クリー

ン作戦では，中学生とともに地区のゴミを拾う活動を通して，海に面した自分たちの住む地区の海を守

ることの大切さを学ぶことができた。 

７月末には，金沢大学臨海実験施設で「親子で学ぶ里海・夜の自然観察会」に参加し，集魚灯に集ま

るプランクトンや小魚を見ることで，海の中の「食べる」「食べられる」の関係について実感を伴いなが

ら学習することができた。顕微鏡で動くプランクトンを見て，親子で実感を伴いながら食物連鎖につい

て学ぶことができた。 

児童は，これまでの海に親しむ学習や探究活動から，小木や能登町の海への興味関心が高まってきて

いる。アンケートでは，全員が「小木の海が好き」「小木の海を大切にしたいと思う」と回答しているこ

とから，地域の海に対する愛着を持ち始めていることが分かる。しかしながら，地域の海と人との関わ

りをとらえるには至っていない。家族に漁業関係者として従事している児童もいるが，その仕事内容や

仕事に対する思いには，ほとんど関心がないという実態がある。 

     

（３）指導観 

単元の導入では，第５学年で学習した定置網漁について想起させ，能登町の漁業従事者が高齢化し，

若い漁師が減っている中で，定置網漁に従事する漁師がどのような思いで仕事をしているのかについて

予想させ，課題意識を持たせていく。そして，漁師の仕事について知りたいことをブレーンストーミン

グで話し合わせ，調べたいことを焦点化していく。グループごとに定置網漁の仕事について調べ，交流

した後に，日の出大敷の中田洋助さんの協力を得て，仕事の現場を見学させていただく。見学したこと

をまとめていく中で，漁師の仕事の大変さや魅力を考えさせ，漁師として生きる道を選んだ理由を予想

させていく。そして，実際に日の出大敷の中田洋助さんをゲストティーチャーとして招き，ふるさと能

登町の海や漁業に対する思い，漁師として生きる道を選択するに至った思いを語っていただく。児童の

住んでいる能登町のよさを見つめ直したり，児童自身がこれからの生き方を考えていくきっかけになっ

たりすることを期待する。 

また，次の単元をつなげていくために，「魚」という部分だけではなく，その土地の「文化」特に「食

文化」にもつながっていることに気付けるように，生産者から消費者までが一通りの体験となるようレ

ポートにまとめさせていく。 
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５ 単元の指導・評価計画（総時数 ６時間） 

次 時 
小単元名 

または指導目標 
主な学習活動 

評価規準【評価の観点】 

（評価方法） 

一 １ 能登町の漁業を

ふり返り，学習

課題を設定す

る。 

 

 

 

 

・能登町の漁師が仕事をしている様子を DVD で見

て，「能登町は漁業の町」と言えるか考える。 

・能登町の漁師が高齢化し，若い漁師が減っている

わけを考える。 

・漁師がどのような思いで漁業に従事しているのか

を予想する。 

・学習課題「漁師の仕事を知ろう ～能登町の漁師

として生きる～」を設定する。 

・漁師の仕事について知りたいことをブレーンスト

ーミングで話し合う。 

 

 

 

 

・漁師の思いを予想し，

話し合うことを通し

て，今後の課題設定

しようとしている。 

【里海科への関心・意

欲・態度】 

（発言・ワークシート） 

二 １ 漁師の仕事につ

いて調べる。 

 

 

・グループごとに漁師の仕事（仕事内容，一日の生

活など）ついて調べ活動を行う。 

・分かったこと，疑問点，もっと知りたいことなど

を話し合う。 

・漁師の仕事について，

資料を活用して進ん

で調べている。 

【技能】 

（行動観察・発言・ワ

ークシート） 

能登町の漁師のことを知るための，学習課題を

設定しよう。 

 

 

若い漁師が減っている中で，どうして能登町で

漁師になる道を選んだのだろうか。漁師はどん

な仕事をしているのだろう。 

漁師の仕事内容が少しだけ分かった。もっとく

わしく調べたい。 

漁師の仕事について調べよう。 
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２ 漁師の仕事につ

いて知る。 

 

 

・能登町の漁業について（能登町の各地域で行われ

ている漁法，獲れる海産物） 

・定置網漁について（漁法の紹介，年間を通じて獲

れる魚種，模型で説明） 

・現場の声（漁師の日々の作業内容，漁師の思い等）

を聞く。 

・事前に学習したことを確認したり，疑問点などを

質問したりする。 

 

 

 

 

・能登町の漁業や漁師

の仕事について理解

している。 

【知識・理解】 

（発言・ワークシート） 

 

 

３ 漁師の仕事場を

見学する。 

  

 

・定置網はどんなところでどのように行われている

のか，仕事場（日の出大敷）の見学をする。 

 

・漁師の仕事内容を理

解し，漁師の思いを

考えている。 

【知識・理解】 

（行動観察・感想） 

 

４ 漁師の思いや生

き方を知る。 

（本時） 

 

 

 

・漁師の仕事について調べたことをふり返り，漁師

の方がどんな思いで仕事をしているのか予想す

る。 

・漁師の仕事に対する思い，能登町の海に対する思

い，漁師として生きる道を選択した理由などを聞

く。 

 

 

 

 

 

 

・能登町の漁師の思い

や生き方を知り，能

登町の一員としてふ

るさとのよさに気付

いている。 

【里海科への関心・意

欲・態度】 

（発言・ワークシート） 

 

 

 

漁師の仕事について知ろう。 

漁師の仕事がよりくわしく分かった。大変な仕

事だけど，やりがいがありそうだ。漁師さんの

思いも少し聞くことができた。 

漁師の仕事場を見学しよう。 

漁師の仕事場を見学して，今までよりもっと仕

事の大変さが分かったよ。 

漁師は，能登町や漁が大好きで，とても大切に

思っていることが分かった。漁師として生きて

いくことは大変だけど，やりがいがあることも

分かった。 

漁師の方は，どんな思いで仕事をしているのだ

ろうか。 
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三 １ 漁師の仕事につ

いてまとめ，自

分たちにできる

ことを考える。 

 

 

 

・漁師の仕事についてレポートを交流し，自分たち

にできることを話し合う。 

・分かったことや，もっと知りたいことを確認する。 

 

・漁師の仕事について

調べたことや聞いた

ことをレポートにま

とめている。 

 【技能】 

・自分たちにできるこ

とを考えている。 

【思考・判断・表現】 

（発言・ワークシート） 

 

  

漁師の仕事についてレポートにまとめ，交流

しよう。 

漁師の仕事についてレポートにまとめられ

た。これからは，能登町の海をもっと大切に

したり，地元の海産物を消費したりしたい。 
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６ 本時の学習（第二次 第４時） 

（１）ねらい    能登町の漁師の思いや生き方を知り，能登町の一員としてふるさとのよさに気付

くことができる。 

（２）評価規準   能登町の漁師の思いや生き方を知り，能登町の一員としてふるさとのよさに気付

いている。 【里海科への関心・意欲・態度】（発言・ワークシート） 

（３）準備・資料等  

（４）展開 

学習活動（配時） 教師の働きかけ＜＞と児童の意識の流れ（・） 
評価（◎）と支援（◆） 

留意点（・） 

１これまでの学習

をふり返り，考

えたことを発表

する。  

（５分） 

 

２課題をつかむ。 

（３分） 

 

３課題について考

え，話し合う。 

（１０分） 

 

 

 

 

４漁師の思いや生

き方を知る。 

（１５分） 

 

 

 

 

５GT に手紙を書

く。 

（１２分） 

＜漁師の仕事を調べてきて気づいたことや考えたことを

発表しよう。＞ 

・漁師の仕事は，力がいるから大変そうだ。 

・毎日欠かさずあれだけの仕事をするのは簡単ではない。 

・漁師の人は，どうして他の仕事ではなく漁師の道を選ん

だのだろう。 

 

 

 

＜漁師になったわけや漁師の仕事を続けているわけを考

えてみましょう。＞ 

・能登町の海や自然が好きだから。 

・漁業は大変だけど，楽しいから。 

・家族が漁師で，仕事を受け継いだから。 

・能登町の漁業の伝統を守るため。 

・お金が儲かるから。 

＜漁師の方のお話を聞きましょう。＞ 

・家族が漁師だったから漁師になったけれど，続けてこら

れたのは，能登でとれる魚をみんなに食べてもらいたい

という思いがあったからだと分かった。 

・仕事は大変なこともあるけれど，これからもずっと漁師

として生きていくという強い気持ちがあると分かった。 

・漁師の仕事には，やりがいや喜びがある。 

＜漁師の方に手紙を書きましょう。＞ 

・漁師の仕事は大変だけど，魅力があるから頑張っている。

それで，自分たちも新鮮でおいしい魚が食べられる。感

謝していただきたい。 

・漁業で頑張っている人がいる能登町のことがもっと好き

になった。今日のお話を聞いて，自分もこれからの生き

方を少し考えてみたい。 

・もっと能登町の海を大切にしようと思った。自分たちに

できることを考えてみたい。 

＜今日の学習をふり返ろう。＞ 

 

 

 

 

 

・事前にワークシートに

まとめさせておく。 

 

 

 

 

・単元の導入を想起さ

せ，若い漁業従事者が

減っていることをお

さえる。 

・グループごとに，ホワ

イトボードでまとめ，

発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・GTのお話から感じた

ことや考えたことを

手紙に表す。 

◎能登町の漁師の思い

や生き方を知り，能登

町の一員としてふる

さとのよさに気付い

ている。 

【里海科への関心・意

欲・態度】 

（発言・ワークシート） 

◆漁師の方のお話から

感じたことを率直に

書くように助言する。 

漁師の方は，どんな思いで仕事をしているのだろうか。 

 

漁師の方は，能登町や漁が大好きで，とても大切に思

っていることが分かった。漁師として生きていくこと

は大変だけど，やりがいや喜びがあることも分かった。 
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７ 板書計画 

 



１年 単元名「きせつとともだち ～みなさんこんにちは～」（生活科 里海に関する時間 ４時間） 

 ～海に親しむ～ 

１ 単元設定の理由 

本単元は，学習指導要領の内容（５）季節の変化と生活，（６）自然や物を使った遊びに基づいて

設定したものである。身近な自然とは，児童が繰り返しかかわることのできる自然であるとともに，

四季の変化を実感するのにふさわしい自然である。学習指導要領解説生活編では，身近な自然の例と

して，川や土手，野原のほかに，海や山なども掲げられている。そこで，本校の海洋教育と関連し，

身近な自然を「校庭」と校舎裏の「九十九っ子の森」，校区の「のと海洋ふれあいセンター」の海辺

の３つに設定した。１年を通して，里海と里山の両面から自然と繰り返し関わることで，見られる生

き物や様子が違うこと，季節による様々な自然の変化などに気付くことができることをねらいとして

いる。 
 
２ 単元目標 

  年間を通して身近な自然に触れ，近くの公園まで散歩したり，自然に触れ合ったりする活動を通し 
て，身近な自然に関心をもち，季節の移り変わりを実感できるようにする。 

 
３ 単元の評価規準 

生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

進んで自然と触れ合い，自然の変

化や不思議さを感じ取り，諸感覚

を用いた遊びや生活を楽しもう

としている。 

四季の変化について自分なりに

考えたり，身近な自然物を利用し

た遊びを工夫したりして，それら

を表現している。 

自然と触れ合い，楽しく遊びなが

ら，季節の変化や遊びの楽しさ，

自然の不思議さに気付いている。 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 諸感覚を通して里海の自然と触れ合う。 
・のと海洋ふれあいセンターの海辺へ行き，里海の自

然と触れ合う。 
・夏の時期に見られる海藻を採集する。 
 

・事前に，のと海洋ふれあいセンターの

職員の方にどのようなねらいをもって

の学習なのか打ち合わせをしておく。 
・救命胴衣，マリンブーツ着用 
・箱メガネを借用 

２ 磯遊びで各自が見付けて採集した海藻について交流す

る。 
・のと海洋ふれあいセンターの自然体験室に移動し，

前時の磯遊びで見つけて採った海藻について，職員

から，名前を聞く。 
・海藻に触れて感じたこと，気がついたことを伝え合

う。 

・児童の主体的な表現や気付きを大切に

するため，海藻の名前や生える時期だ

けを教えてもらう。 
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３ 
 

夏の海はどんな様子だったか発見カードに書く。 
・体験で見付けたものや気付いたことをカードに書く。 
・カードをもとに，夏の海の様子について話し合う。 

・磯遊びのときの写真や評価規準に達し

ている児童の活動の姿を大型テレビに

提示する。 
４ 夏の様子をマップにまとめる。 

・「なつのうみマップ」を作る。 
・マップを見て，自分と友達の表現の違いに気付いた

ことや新たな発見を伝える。 

・「なつのうみマップ」と「あきのうみマ

ップ」を見比べることにより，季節の

変化や違いに気付くことができるよう

にする。 
外部連携／教材等  

・のと海洋ふれあいセンター     ・能登里海教育研究所 浦田 慎先生 
【資料】 能登里海教育研究所『海の観察ガイド』 
 

５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

磯観察①           磯観察②           採集した海藻を確認 

６ 成果・課題 

○進んで里海の自然と触れ合い，身近な自然の動植物に親しみをもつことができた。 
○海の自然との触れ合いから，諸感覚を通しての気付きが生まれ，夏の自然について知ることができた。 
○磯観察では、生き物に興味関心がいきがちだが、海藻に視点を絞って説明していただいたおかげで、

海藻についての気付きを多くもつことができた。 
○能登里海研究所の浦田先生にコーディネートしていただいたおかげで、ふれあい海洋センターの方と

の意思疎通がスムーズにできた。 
▲屋外での体験活動は，天候に左右されることがあり，予定通りの日に行くことが難しいときがあった。 
▲海辺は広く，危険が伴うこともあるため，安全面に十分配慮する必要がある。 
▲海の状態によっては、行けない場所があり、そこに生えている海藻を採集することができなくて残念

だった。 
７ 子どもの反応やミニ感想 

・かいそうのことをたくさんしれてよかったです。 
・まめだわらは、さわるとぷちっとおとがしました。 
・たくさんかいそうがあるんだなとおもいました。 
・つるもはながかったです。・あまもはねぎみたいでした。 
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１年 単元名「きせつとともだち～いろやかたちをみつけた～」（生活科 里海に関する時間 ３時間） 
 ～海に親しむ～ 
１ 単元設定の理由 
本単元は，学習指導要領の内容（５）季節の変化と生活，（６）自然や物を使った遊びに基づいて設定

したものである。身近な自然とは，児童が繰り返しかかわることのできる自然であるとともに，四季

の変化を実感するのにふさわしい自然である。学習指導要領解説生活編では，身近な自然の例として，

川や土手，野原のほかに，海や山なども掲げられている。そこで，本校の海洋教育と関連し，身近な

自然を「校庭」と校舎裏の「九十九っ子の森」，校区の「のと海洋ふれあいセンター」の海辺の３つ

に設定した。１年を通して，里海と里山の両面から自然と繰り返し関わることで，見られる生き物や

様子が違うこと，季節による様々な自然の変化などに気付くことができることをねらいとしている。 
 
２ 単元目標 
  年間を通して身近な自然に触れ，近くの公園まで散歩したり，自然に触れ合ったりする活動を通し 
て，身近な自然に関心をもち，季節の移り変わりを実感できるようにする。 
 
３ 単元の評価規準 
生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

進んで自然と触れ合い，自然の変

化や不思議さを感じ取り，諸感

覚を用いた遊びや生活を楽し

もうとしている。 

四季の変化について自分なりに

考えたり，身近な自然物を利用

した遊びを工夫したりして，そ

れらを表現している。 

自然と触れ合い，楽しく遊びなが

ら，季節の変化や遊びの楽し

さ，自然の不思議さに気付いて

いる。 
 
４ 単元の指導計画 
時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  
１ 夏と同じ，のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き， 

初秋の里海の自然と触れ合う。 
・夏と比べながら，諸感覚で里海の自然と触れ合う。 
・初秋の時期に見られる海藻を採る。 
 

・事前に，のと海洋ふれあいセンターの

職員の方にどのようなねらいをもって

の学習なのか打ち合わせをしておく。 
・救命胴衣，マリンブーツ着用 
・箱メガネを借用 

２ 磯遊びで各自が見付けて採集した生き物や海藻につい

て交流する。 
・のと海洋ふれあいセンターの自然体験室に移動し，

前時の磯遊びで見付けて採った生き物や海藻につい

て，職員の方から，名前を聞く。 
・自然に触れて感じたこと，気がついたことを伝え合

う。 
 

・児童の主体的な表現や気付きを大切に

するため，生き物や海藻の名前や生え

る時期だけを教えてもらう。 
 
・採集した海藻の名前と写真を記録して

おく。 
 

３ 初秋の海辺マップを作り，夏と比べて，海辺の様子が ・活動の様子を思い出すために，活動時



変化していることに気付く。 
・前時の海辺の活動で見付けたものの絵をかく。 
・絵やカードを「秋の始まり海マップ」に貼り，どん

なものをかいたか発表する。 
・夏と秋の始まりのマップと見比べて，気付いたこと

を話し合う。 
 

の写真を提示する。 
・同じ物の絵をかいた児童から順番に発

表して，マップに貼っていく。 
・「なつのうみマップ」と「あきのうみマ

ップ」を見比べることにより，季節の

変化や違いに気付くことができるよう

にする。 
外部連携／教材等  
・のと海洋ふれあいセンター     ・能登里海教育研究所 浦田 慎先生 
【資料】のと海洋ふれあいセンター『≪九十九湾≫磯の生き物図鑑 
５ 活動の様子 

 
      磯観察①            磯観察②          採集したもの交流 
 
 
 
 
 
 

季節ごとに比べると…               海マップ 
 
６ 成果・課題 
○夏と初秋の海マップを見比べることで，季節による海の中の変化に気付くことができた。 
○気付きを交流する場を設定し，友だちとの表現の違いを見つけ、表現の仕方が広がってきた。また、

交流を通して新たな気付きが生まれ，もっと身の回りの自然について知りたいという思いを持つよう

になった。 
▲天候や海洋ふれあいセンターと事情により、日程調整が難しかった。 
▲気付いたことを友達と交流する場面で、一人一人の気づきを全員で共有し高めていくことはできた。

しかし、より意欲的に活動したり、気付きの質を高めたりするためには、幼児や異学年の児童や地域

の人などに伝える場を設定していく必要がある。 
７ 子どもの反応やミニ感想  
・なつのうみよりあきのはじまりのうみのほうが、いろんなものがあった。いきものがいなかった。 
・なつはかいそうがあったけど、あきになるとかいそうがふえている。 



２年 単元名「生きものといっしょに～うみの生きものとなかよし～」（生活科 里海に関する時間７時間） 

～海に親しむ～ 

１ 単元設定の理由 

本単元は，学習指導要領の内容（７）「動植物の飼育・栽培」に基づいて設定したものである。 
  児童は，自分の育てる動物や植物の成長を楽しみながら，日々生きものとの関わりを深めている。

そこで，学校の周りと校区にある豊かな里海にすむ生きものを観察することにした。のと海洋ふれあ

いセンターの「屋外タッチプール」では，九十九湾の生きものを観察したり採集したりと，海の生き

ものに親しむ姿が見られた。 
本学習では，「小木の海」の生きものの継続的な飼育を通して，自身も生きものと同じように成長

することや，成長の嬉しさや素晴らしさを知ることができると考える。また，生きものが病気になっ

たり，死んでしまったりした時の辛さは，児童の成長に大切な経験となる。そして，生きものとの関

わり方を真剣にふり返り，その生命を守っていた自分の存在に児童自らが気づく機会である。継続的

な飼育の過程においては，「ずっと元気でいてほしい。」「どんなすみかが好きなのかな。」などという

願いや思いを感じ，考えてほしいため，本単元を設定した。 
 
２ 単元目標 

  身近な生きものを探したり，観察したりしながら継続的に飼育活動を行い，育つ環境・成長・変化

の様子に関心をもつとともに，生きものに親しみをもち，生きものにも生命があることに気付くこと

ができるようにする。 
 
３ 単元の評価規準 

生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

身近な生きものに関心をもっ

てかかわり，生きものに親し

みをもち，大切にしようとし

ている。 

生きものの育つ場所，変化や成長

について考え，世話のしかたを工

夫したりして，それらを表現する

ことができるようにする。 

生きものの世話を通して，その

特徴，育つ場所，変化や成長の

様子に気付くことができるよう

にする。 
 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 海にいる生きものを知る。 
・育てたことのある生きものについて話し合う。 
・知っている海の生きものを話し合う。 

・海の生きものの写真や映像を提示

する。 

２

～

３ 

磯の生きものを観察する。 
・海洋ふれあいセンターの「屋外タッチプール」で，どこ

にどんな生きものがいるか見つけ，採取する。 
・採取した生きものを観察し，観察カードに記録する。 

・事前に，どのような生きものがい

るか予想していく。 
・救命胴衣，マリンブーツを着用す

る。 
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４ 学校の周辺にいる生きものを観察する。 
・学校の周りを中心に，どこにどんな生きものがいるのか

観察する。 

 

５ 小木にいる生きものについてふり返る。 
・海と学校の周りにはどんな生きものがいたのか，観察メ

モや写真をもとにふり返る。 

・採集時の写真を提示し，採集した

場所・生きものを思い出せるよう

にする。 

６

～

７ 

小木の生きものをマップにまとめる。 
・海と学校の周りの２つのグループに分かれて，見つけた

生きものを「生きものカード」にかき，「小木の生きもの

マップ」としてまとめる。 

・常に生きものが確認できるように，

採集時の写真を大型テレビで提示

しておく。 

外部連携／教材等  

・能登里海教育研究所 浦田 慎先生（ＧＴ）     ・のと海洋ふれあいセンター 
【資料】能登里海教育研究所 『海の観察ガイド』 
 

５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果・課題 

○直接海に出かけることで，どこにどんな生きものがすんでいるのか，どんなすみかを好んでいるのか

など，自分の目で確認することができた。 
○実際に観察した生きものをマップとしてまとめたことで，小木の海の生きものについて知り，２学期

への見通しや興味，関心をもつことができた。 
▲浦田先生を中心に打ち合わせを行っていたが，活動時間や情報量の点でうまくいかないときがあった。

綿密な打ち合わせが必要であると感じた。 
▲今回は天候に恵まれたが，悪天候や予定が合わないと，海にいくことが難しいと感じた。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想  

・みんなでいろんな生きものをくわしく見れてよかったです。知らない名前のいろんなエビとアメフラ

シがいました。いつかアメフラシが生まれるのを見たいです。 
・サンゴの生きているのとしんでいるのでは，色がちがうと分かりました。いつもはいないアカクラゲ

がいてすごかったです。アマモはもっとふかい海に生活しているのに，見られてうれしかったです。 

海の生き物観察① 海の生き物観察② 海の生き物マップの作成 



２年 単元名「生きものといっしょに～つくもっこ水族館をつくろう～」（生活科 里海に関する時間 17時間） 

～海に親しむ～ 

１ 単元設定の理由 

・生きものの継続的な飼育を通して，自身も生きものと同じように成長することや，成長の嬉しさや

素晴らしさを知ることができるようにするため。 
・生きものとの関わり方をふり返り，その生命を守っていた自分の存在に児童自らが気付くため。 

 
２ 単元目標 

  身近な生きものを探したり，観察したりしながら継続的に飼育活動を行い，育つ環境・成長・変化

の様子に関心をもつとともに，生きものに親しみをもち，生きものにも生命があることに気付くこと

ができるようにする。 
 
３ 単元の評価規準 

生活科への 
関心・意欲・態度 

活動や体験についての 
思考・表現 

身近な環境や自分についての 
気付き 

身近な生きものに関心をもっ

てかかわり，生きものに親し

みをもち，大切にしようとし

ている。 

生きものの育つ場所，変化や成長

について考え，世話のしかたを工

夫したりして，それらを表現する

ことができるようにする。 

生きものの世話を通して，その

特徴，育つ場所，変化や成長の

様子に気付くことができるよう

にする。 
 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１

～

３ 

育てたい生きものについて話し合い，海へ探しに行く。 
・育てたい生きものの見通しを持つ。 
・海洋ふれあいセンターの「屋外タッチプール」で，育て

たい生きものを採取する。  

・１学期に見つけた海の生きものの

写真を提示する。 
・天候や海の状態を考慮し，早めに

時間を設定する。 
４

～

６ 

育てる生きものについて考える。 
・すみかやえさについて調べ学習をする。 
・分からないことを GT に聞く。 
・GT とともに生きもののすみかを作る。 

・事前に，本を厳選しておく。  
 

７ つくもっこ水族館の計画を立てる。 
・どんな水族館にしたいか，どのような準備が必要かにつ

いて話し合う。 

・水族館の動画や写真を提示し，イ

メージを持たせる。 

８

～

12 

水族館の準備をする。 
・生きもの紹介カードを作成する。 
・飾り物を作成する。 
・招待状を作成する。 

・水族館にある実際の紹介カードを

提示し，伝える内容を示す。 
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13
～

14 

つくもっこ水族館に１年生を招待する。 
・生きものを紹介する。 
・海草しおりを作成する。 

 

15

～

17 

今後の生きものとのかかわりについて話し合う。 
・生きものを海に返すかどうかについて話し合う。 
・生きものへの手紙を書く。 
・採取した場所へ行き，生きものとお別れをする。 

・海に返すことも大切であることを

指導する。 

外部連携／教材等  

・能登里海教育研究所 浦田 慎先生（ＧＴ）     ・のと海洋ふれあいセンター 
・うみとさかなの科学館 
【資料】のとじま水族館（館内の動画・写真） 
 

５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果・課題 

○飼育の期間を２か月と短くしたため，死んでしまう生きものが少なかった。最後のお別れまで触れ合

うことができた。 
〇飼育する難しさを感じたが，その度に課題を見出し，解決しようとする児童の思考の深まりを感じた。 
○自分たちが育てたこともあり，生きものへの愛着がわき，海に返した生きものたちを守るために，自

分たちに何ができるか，と次学年への見通しが持てた。 
▲天候によって，予想に反した生きものが採取され，飼育予定であった生きものが採取できなかった。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想  

・ぼくは、一番好きだったイースケを海に返しました。少し悲しかった

けれど、イースケが楽しそうに海で元気にしていたから、返してよか

ったと思いました。また海で会いたいです。これからも海と生きもの

を大切にします。 
・１年生を水族館に招待したことが、一番心に残りました。ナマコのナ

コちゃんは、とげとげがあると初めて知れてよかったです。またナマ

コを育てたいです。海の勉強が楽しかったです。もっと小木の海を好きに

なりたいです。 

すみか作成の様子 つくもっこ水族館の様子 生きものとお別れの様子 

生きもの紹介カード 



 
 
～海に親しむ・海を知る・海を守る～ 

１ 単元設定の理由 

身近な海と触れ合う事で親しみを持ち，ふるさとを大切にしていこうという気持ちを育む。 
 
２ 単元目標 

  九十九湾での磯観察や，見つけた生き物を記録したハンドブック制作を通して，身近にある海のすばらしさ

に気づくことができる。 
 
３ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわり

に関すること 
評

価

規

準 

① 海に住んでいる生き物に興味を持ち，課題を

見いだしている。 
② 課題について必要な情報を適切に収集し，計

画的に調べている。 
③ ③調べたことや考えたことを，相手意識を持

って，分かりやすく表現している。 

① 海の生き物や環境につ

いて自ら調べようとし

て活動している。 

① 課題解決するために，

関係する専門機関の

方や友だちと，協同し

て活動している。 
 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 小木の海のよさについて話し合う。 

・九十九湾はどんな海か，自分たちの考えを話し合う。 

 

２
～
５ 

九十九湾の生き物について調べる。 
・九十九湾で磯観察をし，どんな生き物がいるのか観察する。 
・調べたことをまとめる。 

・救命胴衣着用 

６
～
８ 

ハンドブックの内容について話し合う。 
・どのような方法であれば九十九湾のすばらしさが伝わるか考

える。 
・どのような内容であれば九十九湾のすばらしさが伝わるハン

ドブックになるか，考える。 

 
 

９
～
⒙ 

九十九湾の良さを知らせるために，九十九湾に生息する生き物

のハンドブックを制作する。 
・調べたことを用いて生き物ハンドブックを制作する。 

 

外部連携／教材等 

・のと海洋ふれあいセンター 
【資料】能登里海教育研究所『海の観察ガイド』 
 
 
 

３年 単元名「わたしたちの海を知ろう ～どんな生き物がすんでいるかな～」(１８時間) 



５ 活動の様子 

      

九十九湾での磯観察        採取した海藻や生き物      特徴や気づいたことを 
ワークシートへ記入 

６ 成果・課題 

○児童たちにとって身近な海であるが，実際に海の生き物を自分たちの手で触り，自分たちの目で確かめること

で，生き物の様子や生態について知ることができた 
○九十九湾のすばらしさを体感することができ，九十九湾のよさを広めるために,生き物ハンドブックを作るとい

う次の活動への十分な意欲づけとなった。 
▲野外での活動となるので，天候によって左右されやすい。施設との連絡をしっかりととる必要がある。また体

調面や，活動中の諸注意など，安全に活動できるように事前に話し合う時間を設けるなど，子どもたちの意識

を高めることが大切である。 
 
７ 子どもたちの反応やミニ感想 

・いろんなしゅるいのいろんな生き物がいて，もっともっといっぱいさがしてみたいです。 
・ウニのかいがらははじめてみました。すこし大きいんだなと思いました。さわったらぎざぎざしたところがい

たかったです。またかんさつしてさわってみたいと思いました。 
 



 
 
～海に親しむ・海を知る・海を守る～ 

１ 単元設定の理由 

身近な海の環境を調べ，美化する方法を考え実行することでふるさとを大切にしていこうという気持ちを育

む。 
 
２ 単元目標 

  身近にある海が，かけがえのないものであることに気づくとともに、海の環境を知り、守るために自分たち

ができることを考え，実践することができる。 
 
３ 単元の評価規準 

 
学習方法に関すること 自分自身に関すること 

他者や社会とのかかわ

りに関すること 
評

価

規

準 

①海岸の環境に興味を持ち,主体的に漂流物を

拾ったり,調べたり,海の美化活動のために,
課題を見いだしている。 

②課題について必要な情報を適切に収集し,計
画的に調べている。 

③調べたことや考えたことを,相手意識を持っ

て,分かりやすく表現している。 

④海の環境を美化する

ために活動している。 
⑤課題解決するために,
関係する専門機関の

方や友だちと,共同し

て活動している。 
 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 小木の海の環境について話し合う。 

・九十九湾の環境について，磯観察での経験をもとに話し合う。 

 

２
～
６ 

海の環境を調べる方法について考え，調べる。 
・九十九湾の環境を調べる方法ついて考える。 
・赤崎海岸でごみの収集を行う。 
・集めたごみを種類ごとに分別する。 

・ごみの分別作業では危険が伴

うので，海上保安署の方に協

力をお願いする。 

７
～
９ 

海をきれいにする方法考える。 
・ごみの分別活動を通してわかったことをまとめる。 
・海をきれいにする方法を考える。 
・どんな新聞とポスターにするのか考える。 

 
 

⒑
～
⒙ 

九十九湾の美化を呼び掛けるために，新聞とポスターを制作す

る。 
・調べたことを用いて新聞とポスターを制作する。 
・制作した新聞を家庭や地域の人に配る。 

 

外部連携／教材等 

・能登海上保安署 

 
 

３年 単元名「わたしたちの海を守ろう ～海を守るお掃除大作戦～」(１８時間) 



５ 活動の様子   
 
 
 
 
 
 
    

赤崎海岸でのごみの収集       収集したごみや漂流物       種類ごとの分別する 
 
６ 成果・課題 

○ごみの種類は空き缶やペットボトルなどポイ捨てされたものが多いと予想していたが，実際に海岸へ行って収

集してみると，流木などの漂流物が多いことに児童は驚いていた。ごみの量がとても多く，海の汚れを実感し

たことで，きれいにしようという児童の意欲を高めることができた。 
○漂流物の調査には，昨年に引き続き海上保安署の方々に協力をお願いした。ガスの容器などの危険物もあった

ため，海上保安署の方々が事前に指導をしてくださったことで，児童は安全に活動することができた。 
▲ごみの中には危険物が含まれていることがあるので、海上保安署の方だけでなく，学校でも事前に安全に活動

するための指導が必要。 
▲軍手をつけて活動をしたが，衛生面を考えるとマスクの着用もした方がよかった。 
▲児童の移動手段と天候に左右されるため、日程の調整が難しい。あらかじめ，複数の予定日を決めておくとよ

い。 
 
７ 子どもたちの反応やミニ感想 

・海にはいっぱいごみが落ちていました。りくに近くないところにもごみがういているのかなと、思いました。 
・予想していたごみよりも，予想していなかったごみの方がたくさんあった。落ちているごみの量が考えていた

よりもずっと多くてびっくりしました。 
 



  ４年 単元名「能登町の海を調べよう ～イカの町・小木～」（１０時間）  

～海に親しむ・海を知る～ 

１ 単元設定の理由 

・イカについて気になる事・知りたい事を調べ，イカに関する知識を高める。 
・イカが能登町の有名な海産物であることを知り，ふるさとの海への誇りの気持ちと愛着を育む。 
 
２ 単元目標 

 小木で有名なイカについて調べ，ふるさとの海の素晴らしさに気がつき，魅力を伝えることができる。 
 
３ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわり

に関すること 

評
価
規
準 

① イカに興味を持ち，調べ学習やイン

タビューをし，更に疑問を持つ等探

求的に調べている。 
② 課題解決に向けて必要な情報を収集

し，計画的に調べている。 
③ 調べたことや考えたことを，相手意

識を持ち，分かりやすく表現してい

る。 

④ イカについて調べ，ふ

るさとの海への誇りの

気持ちと愛着をもって

いる。 

⑤ 課題解決するため

に，関係する専門機

関の先生方や友達

と，協同して活動し

ている。 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 学習の見通しを持ち，課題意識を持つ。 
・小木は全国でも有数のイカの漁獲高を誇る港町であるこ

とを知る。 
・イカについて調べたいことを出し合う。 

・能登町の現状について捉えるため

に，地図やグラフ等を提示する。 
・調べたい内容でグルーピングす

る。 

２
～
４ 

イカについて調べ学習をする。 
・インターネットや図鑑で調べる。 
・調べたことを発表し，もっと知りたいことや新たな疑問

点について話し合う。 

・グループに分かれ，インターネッ

トや図鑑で調べる。 
・図鑑は学校図書だけでなく，金沢

大学臨海実験室からも借りてお

く。 

５
・
６ 

もっと知りたいことや新たな疑問点について調べる。 
・漁業組合の方から小型イカ釣り漁についての話を聞く。 
・小型イカ釣り船の見学をする。 
・漁業組合の方にインタビューをする。 

・安全指導を十分に行う。 
 

７
～ 

イカについて調べたことをイカ新聞にまとめる。 
・伝えたい相手を意識して下書き・推敲・清書をする。 
・新聞を用いて発表する。 

・国語科「新聞を作ろう」と関連付

け，新聞の作り方については国語

科の時間に学習しておく。 
10 



- 12 - 
 

外部連携／教材等  

・金沢大学臨海実験室  ・漁協組合 
 

５ 活動の様子 

  

 

 

 

 

 

 

漁協組合の坂東さんに話を聞く    中型イカ釣り漁との違い       主な漁場の説明 

 

  

 

 

 

 

 

                 

  小型イカ釣り漁船の見学       イカ釣りロボット         船底の保冷室 

                      

 

６ 成果・課題 

○どうして自分たちの住む町が「イカの町」と呼ばれているのかを知り，よりふるさとに愛着をもった

児童が多かった。 
○国語科の授業と横断的に取り扱ったことで，児童の学習意欲が高まった。 
▲インターネットでの調べ学習については，子供にとって難しい文章のページしか見つけられなかった

児童がいたので，最初から教師側がホームページをいくつか指定しておけばよかった。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想 

・イカについての調べ学習をしました。○○さんが，調べたことを「Q&A コーナー」にすると言って

いました。私はどんな見出しを書こうか迷っています。イカ新聞を作るのが楽しみです。早く新聞を

作りたいです。 
・初めて小型船に乗りました。イカ釣りロボットや，船の仕組みに感動しました。 
・インターネットと本で調べても分からなかった「イカの住み家」のことが，（漁業組合の）坂東さん

に教えてもらって分かったので，よかったです。 



  ４年 単元名 小木発信プロジェクト ～イカす小木 イカすＣＭで ＰＲ！～（ ２５ 時間）  

～海に親しむ・海を知る・海を利用する～ 

１ 単元設定の理由 

・「小木の町はイカの町」であることに誇りを持ち，能登町の人々に発信しようとする気持ちを育む。 
・能登町の人々に「小木の町はイカの町」だと知ってもらうために活動する。 
 
２ 単元目標 

 イカについて興味を持って調べ，私たちの町を「イカの町」として能登町の人々に発信するために活

動することができる。 
 
３ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわり

に関すること 

評
価
規
準 

①イカに興味を持ち，調べ学習やインタビ

ューをしたり，私たちの町を「イカの町」

として，能登町の人々に発信するために，

課題を見いだしたりしている。 
②課題解決に向けて必要な情報を収集し，

計画的に調べている。 
③調べたことや考えたことを，相手意識を

持って，分かりやすく表現している。 

④イカについて調べ，私

たちの町を「イカの町」

として発信するために

活動している。  

⑤課題解決するために，関

係する専門機関の先生

方や友達と，協同して活

動している。 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 

 

学習の見通しを持ち，課題意識を持つ。 
・能登町の４年生の実態アンケートをもとに，小木の町につい

て話し合う。 
・「イカのおいしさや新鮮さについて PR するイカす SONG を

作り、CM に流す」というゴールを設定する。 

・小木の町の現状について捉える

ために，アンケート結果を提示

し，課題意識を持たせる。  
・ふるさと CM を見てイメージを

もつ。 

２
～
８ 

イカのおいしさや新鮮さのひみつについて調べ学習をする。 
・インターネットや本で調べる。 
・調べたことを発表し，もっと知りたいことについて話し合う。 
・イカのおいしさや新鮮さの秘密を見つけるために，小木漁協

に行く。 

・３つのグループに分かれ，イン

ターネットや図鑑で調べる。 
 
・漁協へ行き，見学したりインタ

ビューしたりする。 



 
 

9
～ 

調べたことを CM にまとめる。 
・CM の中心となる内容を考え、調べた内容を歌詞にまとめる。 
・キャッチコピーを考える。 
・合奏班、ダンス班、衣装小道具班に分かれ撮影準備をする。 
・イカを調理し、撮影したり味わったりする。 
・試しの CM を撮影する。 
・試写会をし，改善点について話し合う。 

・漁協で CM 撮影をする。 
 
 
 
 
 
・先生方に見ていただく。 

25 学習活動をふり返る。  
外部連携／教材等  

・小木漁協 坂東博一さん 
【資料】能登里海教育研究所『海の観察ガイド』、和平商店、MRO ふるさと CM 
 

５ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

        漁協見学で一尾凍結を知る               調べた事を整理 

 

 

 

 

 

 

 

   漁協での CM撮影        イカの調理          船を背景に撮影 

 

６ 成果・課題 

○身近な教材を設定したことで，調べようとする意欲が高まり，以前よりも小木の町について詳しくな

り，小木の町への誇りを持つようになった。 
▲天候（雨や雪、気温が低い等）によって CM 撮影が予定通りに行えないことがあった。 
 
７ 子どもの反応やミニ感想 

・調べた事をイカすＳＯＮＧの歌詞にまとめることができました。早くイカすＣＭを作りたいです。 
・調理が楽しかったです。イカめしと鉄砲焼きを初めて食べました。どれもおいしかったです。 

24 



  ５年 単元名「魚のたんじょう」（１１時間）  

～海を知る～ 

１ 単元設定の理由 

・受精の瞬間と成長の様子について，ウニを用いて観察することで，実感を伴った理解ができるように

する。 
・ウニの発生について調べたり観察したりすることを通して，生命のつながりや大切さを感じ取る。 
 
２ 単元目標 

海の生き物の誕生について調べ，動物の発生や成長について理解することができる。 
 
３ 単元の評価規準 

里海科についての 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

動物の発生や成長を意欲的

に追究し，生命を尊重したり

自然の力の大きさを感じた

りするとともに，見いだした

きまりを生活に当てはめて

みようとしている。 

動物の発生や成長に

問題を見いだし，計画

的に追究し，量的変化

や時間的変化につい

て考察し，表現してい

る。 

動物を育てたり，問題

解決に適した方法を

工夫したりして観察

を行い，その過程を記

録している。 

動物の発生や成長に

ついて，生命の連続性

を実感を伴って理解

している。 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ メダカの雌雄を飼育する準備をする。 
・魚の誕生に興味を持ち，メダカが産卵するには，

雄と雌を一緒に飼う必要があることを考える。 

・水槽は教室に置き，常に観察できるように

しておく。 

２ 
 

メダカの卵の変化を予想する。 
・生まれたメダカの卵を観察し，卵はどのように

変化するのか予想する。 

 
 

３ 
・ 
４ 

メダカの卵の変化を観察する。 
・子メダカが生まれるまでの卵の中の様子を，解

剖顕微鏡などを正しく操作して観察し，記録す

る。 

・解剖顕微鏡の操作のしかたを確認する。 

５ メダカの卵の中の変化を観察する。 
・数日ごとのメダカの卵の中の変化や，かえった

子メダカを観察する。 

 

６ 魚の卵の中の成長変化をまとめる。 
・卵の成長の変化をまとめる。 

 

７ 
・

メダカの食べ物について考える。 
・水の中には魚の食べ物があるかを話し合い，水

・顕微鏡の操作のしかたを指導・確認する。 
・中庭の池の水やバケツ栽培の稲の水を使用



 
 

８ 
 

槽や池の水を顕微鏡で調べメダカの食べ物と水の

中の小さな生き物についてまとめる。 

する。 
 

９ ウニの受精の様子を観察する。 
・ウニの成体や放卵，放精，受精の様子を顕微鏡

で観察する。 

・講師を招いて TTで指導する。 

・顕微鏡は一人１台操作する。 
・受精後の変化が確認できるように，大型ス

クリーンでも変化の様子を示す。 
・受精後の変化がとらえられるように，２時

間前，２日前に受精したウニの幼生を見せ

る。 
10 メダカの食べ物と水の中の小さな生き物について

まとめる。 
・これまでの観察をもとに，水の中の小さな生き

物は，魚などの食べ物になっていることをまと

める。 

 

11 魚の卵の中の成長と水の中（海中も混ぜて）の小

さな生き物についてまとめる。 
・ふれあい学級で行った海のプランクトン観

察会の学習も織り交ぜながらまとめる。 
外部連携／教材等    能登里海教育研究所 浦田 慎先生（ＧＴ） 
５ 活動の様子 

   

【ウニの受精の観察】                        【受精の瞬間】     【ウニの幼生】 

６ 成果・課題 

○教科書では受精の瞬間を見ることは難しいが，ウニの受精の様子を観察することで，卵子と精子が受

精する瞬間や受精後の変化を実際に児童が見ることができ，理解が深まった。 
○受精して２時間後や２日後の様子を見ることで，卵が変化していくようすを理解することができた。 
○一人 1 台の顕微鏡を使い，実習することができた。先に淡水のプランクトン観察をすることにより顕

微鏡の使い方も指導してあったので，顕微鏡はスムーズに扱うことができた。 
・今年も里海研究所の浦田先生に準備からレクチャーまでしていただいた。担任はふり返りとまとめの

部分の指導に入った。あとは顕微鏡の使い方の補助等に回った。 
○ふれあい学級で海中のプランクトン観察も行ったので，色々な種類がいることがわかり，淡水と海中

の比較などもすることができた。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想 

・けんび鏡でウニの受精を見ていたら，小さな精子が寄ってきて，シュッと受精膜というのができると

いうのにびっくりしました。２日前の卵は，もうかさのような形になっていて，くるくるしゃわしな

く回っていました。想像した形とはずいぶん違っていてビックリしました。 



   ５年 単元名「海をきれいにする生き物について調べよう」（４時間＋α）  

～海を守る～ 

１ 単元設定の理由 

・海の環境を守っている生き物の生態について調べることで，海をきれいにする生き物の性質や特徴を

理解し，きれいな海を守ろうとする態度を養う。 
・「食べる・食べられる」食物連鎖のしくみを理解し，海のバランスが保たれていることを理解する。。 
 
２ 単元目標 

 海の環境の変化とそれに対応する生き物の様子を観察したり調べたりしながら，海をきれいにする生

き物について理解し，海の環境保全しようとする資質を養う。 
 
３ 単元の評価基準 

里海科への 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

海をきれいにする

生き物について興

味を持ち，進んで

調べたり観察しよ

うとしている。 

海をきれいにする生き物

について調べたことや考

えたことを表現している 

資料を活用して海をきれ

いにする生き物について

調べたり，貝類の浄化能

力を観察し，その過程を

記録したりしている 

海をきれいにする生き

物の性質や特徴につい

て理解している 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

０ 親子観察会 (7 月) 
・プランクトンネットで身近な海のプランクトンを採集し，海には多

様なプランクトンが多数いることを観察する。 
・観察したプランクトンとメダカのえさになるプランクトン（ミジン

コなど）とを比べながら，多様なプランクトンがいることを理解する。 

・親子 PTA 活動として

金大臨海実験所・里

海研究所とタイアッ

プして行う。 

１ 海をきれいにする生き物について調べる。 
 ・赤潮や重油などによる汚染写真を提示しながら，汚染された海をき

れいにする生き物がいることに気づかせ，その生き物について調べる。 

・インターネットや図

書室の図鑑などを活

用して調べる。 
２ 海をきれいにする生き物について情報を交換し合う。 

 ・調べたことを発表しながら，どのような生き物がいたかをまとめ，

実験の計画を立てる。 
 ・プランクトンが大量発生した（赤潮）状態を想定して，そのプラン

クトンを食べて，海のバランスを保つ生き物について実験する計画を

立てる。（2 枚貝・サザエ・ホヤ・ナマコなどを比較する。） 
 

・里海研究所と連絡を

取り合い，児童の興

味・関心に沿った方

向で実験を計画す

る。 

３ 実験をして，貝類の浄化能力を観察する。 
 ・対比実験として，理科で学習した視点を確認しながら，何も入れな

い水槽・2 枚貝（ムラサキガイ・カキ）・白ホヤ・サザエを入れた水槽

の変化の様子を観察する。 
 

・里海研究所の浦田先

生を GT として，対

比実験をする。 

４ 調べたことをまとめ，海の環境について意見交換をする。 
 ・実験の結果をレポートをまとめ，意見交流する。 



 
 

※総合の時間とタイアップ 
 海の環境を守る生き物として，ホヤのなかまと二枚貝の体の仕組みを詳しく調べて交流する。 

   
 調べたことを劇に表現して，九十九っ子発表会で発表する。 

   
 

外部連携／教材等  

・里海研究所    浦田 慎さん 
５ 活動の様子 

       

 

 

 

 

 

 

二枚貝・ホヤの観察                実験レポート     

６ 成果・課題 

○子どもたちは，二枚貝の浄化作用についての理解を深めることができた。 
○対比実験の中で自分の考え(予想)を持ち，それに調べる方法なども考えながら里海研究所の浦田先生

にご協力をいただいて実験を行った。実験はわかりやすく，子どもたちの結果と考察をしっかりとま

とめることができた。 
 
７ 子どもの反応やミニ感想 

・自分の予想はサザエが一番早くきれいになると思いました。一番動いていたからです。でも実験の結

果はあまりきれいになりませんでした。じっと動かないムラサキガイの方がはるかに早くきれいにな

りました。ホヤもきれいになりました。プランクトンをいっぱい食べてきれいにする生き物がいるこ

とがよくわかりました。 



   ６年 単元名「生き物のくらしと環境」（６時間）  

～海に親しむ・海を知る・海を守る～ 

１ 単元設定の理由 

・海の食物連鎖について，実感を伴った理解ができるようにする。 
・人や動物，植物は互いにかかわりあって生きていることを理解し，生命を尊重したり，自然の力の大

きさを感じたりすることができる。 
２ 単元目標 

 生物と環境について意欲的に追究することを通して，その相互関係について考察し，生命を尊重した

り，自然の力の大きさを感じたりすることができる。 
 

３ 単元の評価規準 

里海科についての 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

生物と環境を意欲的に追

究し，生命を尊重したり，

自然の力の大きさを感じ

たりするとともに，見いだ

したきまりを生活に当て

はめてみようとしている。 

生物と環境について問

題を見いだし，推論し

ながら追究し，相互関

係について考察して表

現して問題を解決して

いる。 

生物と環境のかかわり

について，問題解決に

適した方法を工夫し，

装置を組み立て観察，

実験を行い，その過程

や結果を的確に記録し

ている。 

生物と環境のかかわり

について，そのかかわ

りを実感を伴って理解

している。 

４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 
 
 

生き物と空気，食べ物，水とのかかわりについて考える。 
・人やほかの動物は，どのような物を食べているか，普段のくらしやこ

れまでの経験をもとに話し合う。 

 

２ 人やほかの動物の食べ物のもとを調べる。 
・人の食べ物の材料のもとをたどる。 
・ほかの動物の食べ物を調べて，そのもとをたどる。 
・生き物の食べ物を通したかかわり（食べる・食べられる）についてま

とめる。 

 

３ 生き物の食べ物を通したかかわりの様子を観察する。 
・夜の海辺で，集魚灯に集まるプランクトンや小魚を通して，海の中の

食物連鎖について考える。 
・顕微鏡でプランクトンを観察し，動物プランクトンと植物プランクト

ンのかかわりについて知る。 

・救命胴衣着用 
・親子で夜の観察会を

実施 
 

４ 生き物と空気のかかわりについて調べる。 
・植物が二酸化沙炭素を取り入れて，酸素を出しているかを調べ，まと

める。 

 



 
 

５ 自然の中で，食べ物や空気がどのように循環しているかを考える。 
・人やほかの動物，植物にとって，水はどのようなものか話し合う。 

 

６ 学習したことをまとめる。 
・生き物と空気，食べ物，水とのかかかわりについてまとめる。 
・水が生き物や環境とどのようにかかわっているかを考え，今の自分た

ちにできることを考える。 

 

外部連携／教材等  

・能登里海教育研究所 浦田 慎先生  

５ 活動の様子 

        

 集魚灯にあつまるプランクトンと海毛虫     プランクトンを食べにくる魚を観察 

       

    プランクトンの観察            親子でプランクトンの観察 

６ 成果・課題 

○５月にも親子ふれあい学級で昼間に乗船し，採集したプランクトンを観察した。今回は，夜ではある

が２回目ということもあり，顕微鏡の操作にも慣れ，５月に見たプランクトンと比較しながら観察す

ることができた。授業で学習した食物連鎖を実際に見たことで，知識と体験の一致をはかることがで

きた。 
○浦田先生にお話から，もっとも数が多いのは植物プランクトンであるとお話しをしていただいたこと

で，陸上でも海でも動物の食べ物のもとは植物からつながっていることを理解することができた。 
▲今回は，夜の観察ということで全員の保護者の方に参加していただき，児童の安全を確保することが

できた。保護者が参加できない児童がいた場合どうするかを考えておく必要がある。 
 

７ 子どもの反応やミニ感想 

・顕微鏡で観察したときに，カイアシ類がとても多いと分かりました。そして，とても大きなプランク

トンが小さなプランクトンを食べていました。海でも，「食べる」「食べられる」という関係があると

分かりました。 



   ６年 単元名「漁師の仕事を知ろう ～能登町の漁師として生きる～」（ ６時間）  

～海に親しむ・海を知る～ 

１ 単元設定の理由 

・漁師の漁にかける思い，能登町を思う気持ちに触れ，ふるさとのよさに気付き，ふるさとに誇りと愛

着を育む。 
・漁師という職業を選択するに至った思いに触れ、将来を考えていくきっかけとする。 
２ 単元目標 

 海にかかわる仕事の体験や施設の見学を通して，海の自然や文化に親しんだり，海にかかわる多様な

仕事に触れたりして，進んで海にかかわることができる。 
 
３ 単元の評価基準 

里海科への 
関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

漁師の仕事について調

べたり，話を聞いたり

することを通して，能

登町の漁師の思いや生

き方を知り，能登町の

一員としてふるさとの

よさに気付いている。 

漁師の仕事について調

べたり，話を聞いたり

することを通して，能

登町の漁師の思いや生

き方を知り，自分たち

にできることを考えて

いる。 

漁師の仕事について資

料を活用して調べた

り，話を聞いたりして，

レポートにまとめてい

る。 

海にかかわる仕事につ

いて考えることを通し

て，漁師の思いや生き

方が能登町の漁業の発

展につながることを理

解している。 

 

 
４ 単元の指導計画 

時 学   習   活   動 指 導 上 の 留 意 点  

１ 
 

漁師のことを知るための，学習の課題を設定する。 
・能登町の漁師が仕事をしている様子を視聴する。 
・能登町の漁師が高齢化し、若い漁師が減っているわけを考える。 
・どのような思いで漁師の仕事をしているかを予想する。 

・学習課題「漁師の仕事を知ろう ～能登町の漁師として生きる

～」を設定する。 

・ＤＶＤ「僕の選んだ道」を

導入で提示する。 
 
 

２ 学習の計画を立て，漁師の仕事について調べる。 
・グループごとに漁師の仕事についてインターネット等を活用し、

調べ活動を行う。 

・分かったこと，疑問点，もっと知りたいことなどを話し合う。 

 

３ 漁師の仕事について知る。 
・能登町の漁業について（漁法や獲れる魚種などについて）知る。 

 

 



４ 漁師の仕事場や施設を見学する。 
・定置網はどんなところでどのように行われているのか，仕事場

（日の出大敷）の見学をする。 

・見学時の服装（長袖，長ズ

ボン，長靴）を確認する。 
・定置網の補修作業や選別

機，漁船なども見学させて

いただく。 
５ 
 

漁師の仕事多対する思いを知る。 
・漁師の仕事に対する思い，能登町の海に対する思い，漁師とし

て生きる道を選択した理由などを聞く。 
・漁師の方に手紙を書く。 

・GT（中田洋介さん） 

６ 漁師の仕事についてレポートにまとめ，交流する。 
・漁師の仕事について写真や絵，図などを用いてレポートにまと

める。 
・もっと知りたいことについて話し合う。 

 

外部連携／教材等  

・石川県立能登高校「おおとり丸」  ・日の出大敷 中田洋助さん（ＧＴ）  

 

５ 活動の様子 

 

仕事場の見学          GTのお話          学習したことを発信 

６ 成果・課題 

○児童は，実際に仕事場を見学したり，漁師さんと話の話を聞いたことで，漁師の仕事の魅力に触れる

ことができた。また，自分たちの住んでいる能登町への愛着を持つことができた。 
〇総合的な学習の時間に，この単元の学習と並行して，小木のイカ釣り漁の現状についても学習した。

それぞれの仕事の大変さと魅力を比べながら，感じとることができた。 
▲GT とは事前に３回程度打ち合わせを行った。打ち合わせシートや指導案を用いて，綿密な打ち合わ

せが必要である。 
 
７ 子どもの反応やミニ感想 

・漁師の仕事は，朝早いなど大変なこともあるけれど，とても魅力的だなぁと思いました。中田さんは，

お父さんの働く姿にあこがれて漁師になったそうなので，自分も好きなことを見つけて，大人になっ

たら仕事ができたらいいです。 
・漁師さんの話を聞いて，能登町や海，魚が大好きだと知りました。自分も能登町に生まれて育ってい

るので，もっと能登町のことを知っていきたいです。 



研究主題 

海に親しみ ふるさとにほこりと愛着を持つ児童の育成 

～海に関する体験活動を通して～ 

 

平成２９年度 能登町教育委員会指定・海洋教育推進事業 

 

里海科研究発表会・能登の海洋教育シンポジウム 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１０月 ６日(金) 

能登町立小木小学校 

  

目指す児童像 

・海の自然に親しみ，海に進んで関わろうとする児童 

・海の自然や資源，人との関わりについて進んで調べようとする児童 

・海の環境保全に主体的に関わろうとする児童 



日本の水産業について調べよう  

日本や世界の海運について調べよう  

世界の結びつきと海運の働きについて調べよう  

日本の海洋でのエネルギー開発について調べよう  

 

  

  
 
  
 
 

  
 
  

海の魚について調べよう  

海の植物について調べよう  

海の生き物の誕生を調べよう  

海の生き物の関連について調べよう  

海を通した文化交流の歴史を調べよう  

海流や潮の満ち干、海底の地形につて調べよう  

 
   

  
  

 

 

 

 

 

 

 

                                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 26年度 
平成 27年度 

里海科スタート 
平成 28年度 平成 29年度 

カリキュラムの見直し カリキュラム開発 教師の専門性の開発 
スタンダードの開発と 

海洋教育の継続 

教科，教科外，学年で取り

組んできた教育活動を「海

洋教育」の視点から総合的

に検討する。 

既存の海洋に関する教育

活動を基盤にして，「海洋

教育」として意識的に教育

活動を組織し実践し，「海

洋教育」の視点から省察す

る。 

「海洋教育」カリキュラム

の持続的な開発のため，新

しい素材の発掘・カリキュ

ラム開発の主体である教

師の専門性を開発する。 

系統性を考えたよりよい地

域教材の開発をしながら，

他の教科同様，教材の精

選・実践を積み上げ，小木

スタンダードの編成と海洋

教育の継続を進める。 

日本の水産業と海洋環境について調べよう  

地球温暖化と海の変化について調べよう  

海の環境の変化と生き物の暮らしについて調べよう  

人々の暮らしが海洋に及ぼす影響について調べよう  

    
 
 
 

  
 

   九十九っ子発表会  

 

 
   

 
 

 

 

石川県水産総合センター 

「うみとさかなの科学館」 

奥能登食材流通機構・宇出津漁協 

＜ 仮説 ＞ 

（１）海に関する体験活動を取り入れることで，郷土に対して誇りと愛着を持つ心が養えるだろう。 
（２）地域を巻き込んだ体験活動をすることで，地域活性の一翼を担うだけでなく 

児童の肯定感が高まるだろう。 

 

海を体験しよう  

漁師の仕事を体験しよう  

海に関わる仕事を見学しよう  

海に関わる活動を体験しよう  

 

 

のと海洋ふれあいセンター 

磯観察・海藻標本・貝細工 

海上保安署 着衣泳 

海洋ゴミ・環境問題 

金大臨海実験施設 

親子夜の自然観察会 

小木公民館 

伴旗祭り 

あくあす能登 

海洋深層水 

日の出大敷 

定置網 

能登里海教育研究所 

小木漁協 

能登高校 

おおとり丸 

スマイルプロジェクト 

イカす会 

能登少年自然の家 

赤崎海岸 

大型カヌー 

里海遠足 

5 年 ウニの受精 

高学年集会 イカ学習会 

４年 キーホルダー配布 

３年 遊覧船乗船・いけす観察 １年 磯の生き物観察 5 年 イカの解剖 

6 年 白山丸乗船 ５年 大型カヌー 

九十九っ子発表会 4 年 イカす会 

5・6 年 着衣泳 
ガイドブックの活用 

６年 漁師の仕事  

５年 能登町の漁業 

6 年 おおとり丸乗船 

６年 イカの学習 

３年 海岸のごみ調べ 
５年 魚のとり方調べ 

４年 イカ CM 

５年 海のプランクトン 

2 年 海の生き物  

 
6 年 親子夜の自然観察会 

２年 磯観察 

1 年 海そう採集 
 

６年 イカを使った献立 

全校 里海遠足 ３年 海岸のごみ調べ ５年 貝の浄化能力観察 



  

児童アンケート（３ヶ年の比較 H29.7月・H28.7月・H27.11月の比較） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

【成果】 
○体験活動を通して児童の興味関心が高まり，もっと知りたい・調べたいという意欲につながってきた。 

○自ら調べて学んだことと体験したことを関連付けることで知識と体験の一体化を図ることができた。 

〇里海学習を通して学んだ探求の姿勢が，少しずつ学力向上にも波及してきた。 

○能登里海教育研究所とのパイプが強化され，さらなる地域教材の開発を進めることができた。 

 

【課題】 
●生活科⇒総合的な学習の時間⇒里海科への系統的な年間計画の改善と他教科との関連の追求 

●ESD の視点や環境教育などとの関連も視野に入れて，「つけたい力」を明確にした単元構成の工夫 

●保護者や地域への発信の工夫 

●教員誰でもその活動ができるような体制の構築 

小木の海を大切にしようと思う 

子どもが増えてうれしいな 

年を追うごとに授業の内容が濃くなり，

ここ最近は大人でも楽しめるほど面白い

です。地域のことに興味を持つだけでな

く，何事にも積極的になり，好奇心や探求

心が増しているように思います。 

地域への愛着も 

増してきたかな。 

学んだことを自分たちが伝える側になること

で，より小木の町やイカ漁に愛着や誇りを持つこ

とができていると思います。子どもたちが学んで

くるおかげで，私たち親世代も改めて小木を知る

ことができてうれしく思います。  

今の子ども達は海で遊ぶことを知らな

い。でも里海科で海の生物などの生態を

学び，「楽しい」と話しています。  

教科書だけではなく，いろんな体験もできるの

で，子どもたちの世界も広がり，興味もわくこと

で知りたいことも増えると思うし， 
とてもよかったと思います。  


